Panasonic 



イラストは SC - HTR 31 日です。 


取扱説明書 

ホームシアターオーデイオシステム 

關 SC-HTR 310 
SC-HTR 210 



このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただを、まことにありびとラございます。 


保証書別添付 


• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくま全にお使いください。 

•ご使用前に 「まを上のごま意」 （斗 3已〜37ページ）を必ずお読みください。 

•な証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切にな管して<ださい。 
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ホームシアター完成までの流れ 


本書では、特にことわりびない場合、 
システムのイラストは SC - HTR 3 10を 
使用していまず。 



さスピーカーは巧蔵され 
ているので、スピーカー 
、の接続は不要でず。 



ラックを設置するい S 〜 12 ページ } 



設置を、ガラス天板、棚板、ガラス扉を取り付け 
ます。 



テレビとレコーダーを接続ずるい IS ページ> 

(本システムには、テレビやレコーダーなどの各機器は含まれておりません。） 


必要なヶーブル 

• HDMI ヶーブル： 2本（別売） 

• 巧デジタルケーブル：1本（別売） 


• HDMI ケーブルで接続すると、 DVD などび高画質.高音質で楽しめます。 

• HDMI 接続するには、テレビとレコーダーの両方に HDMI 端子び必要です。 

• HDMI ケーブルの接続だけでは、本システムでテレビの音声を楽しむことび 
でをません。本システムでテレビの音声を楽しむ場合は、本システムとテレ 
ビを光デジタルケーブルで接続してください。 

• テレビの推奨サイズ（ラックの耐荷重量）はし U 下のとおりです。 
SC - HTR 310: 50 V 型!■ソ下 (80 k 巨しツ下） 

SC - HTR 2 10: 42 V 型に TF (80 kg しツ下） 
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が HDMI 端子がない映像機器（テレビ、 DVD プレーヤー、ビデオデッキなど）を接続ずる 
場合は、14ぺージをご覧ください。 


/ステップ 


3 映画や音楽を楽しむい20 


〜23ぺージ） 


DVD やテレビの音黃をヴラウンド効まで 
楽しむことびでをます。 

■本システムにはスピーカーび内蔵されていまず。 

フロントスピーカー、センタースピーカー、サブウー八一は、他のスピーカー 
を接続しないで ください。 

他のスピーカーを使用すると、正しい特性の音び得られず、また故障の原因 
になります。 

■ SH - FX 已0(別売）を使用ずると、ワイヤレスのサラウンド 
スピーカーを接続することびできまず。（一18ぺージ） 
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電源コード （1 本） 
【 K 2 CA 2 CA 00019】 



U モコン用乾電池 
禅3形： 2個） 


应 


を 



包装仕様図 


SC-HTR31 


m 


SC-HTR210 



付属品は販売店でお買い求めいただけます。 

パナソこックグループのショッピングサイト「パナ 
センス」でお買い求めいただけるものちあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 

Pana パ Me 

http://www.sense.panasonic.co.jp 



ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されて 
います。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号はドルビー 
ラボラト U —ズの商標です。 


" DTS " および ‘‘DTS Digital Surround " は DTS 社の登録 
商標です。 


HDMI、HDMI □コ’、および Hi 邑 h-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensin 旨 LLC の商標または、登録 
商標です。 


HDAVI Control ™ は商標です。 


付属品 



付属品をご確認 < ださい。 


参参む臓の 

• 付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談<ださい。 

•かっこ【】内は、買い替え時の品番です。 

(品番は2007年12月現在のちのです。品番は変更されることびあります。） 
•電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しないでください。また、 
他の機器の電源コードを本機に使用しないで < ださい。 

• 電源コードキャップ及び包装材料は商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。 



ンプ用の付属品 
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各部のはた s を 


本化 


SC-HTR31 


—(前面） 

フ□ントスピーカー (左）操作（表示）部 センタースピーカー フ□ントスピーカー (ち） 


デジタル 

トランシーバー端モ 
(ガラス扉の内側） 


サブウー八 
(左側面） 



サブウー八- 
(ち側面） 


キヤスター 



フ□ントスピーカー （左）操作（表示）部 センタースピーカーフロントスピーカー (ち) 


デジタル 

トランシーパー端子 
(ガラス扉の内側） 


サブウー八 
庙側面） 



サブウー八- 
拍側面） 


キヤスター 


惟面） 


背面板 


アンプ部 



まず 


付属品/各部のはた5き 




































































































































各百 B のはた 3 き （つづき) 



入力信号の判別方法を PCM に固定したときに表お（一30ページ） 

デジタルトランシーバーび挿入されているとさに表示 
(-» 18ぺージ） 


デジタル入力対応の入力を 
選択しているとさに表お 

入力信号の判別方法を 
DTS に固定したときに表示 
け30ページ） 

サラウンドデジタル信号/音場効ま(一下記22、23ぺージ) 

情報表を 


AAC 

: AAC ソース（目 S デジタル放送など）を 

SFC 

: SFC が働いているとさ 


再生しているとを 

□□ PLE 

:ドルビープ□□ジック n デコーダーが働いて 

□□ DIGITAL 

:ドルビーデジタルソースを再生しているとさ 


いるとき （2 チヤンネルのステレオソース 

DTS 

: DTS ソースを再生しているとさ 


にドルビーバーチャルスピーカーを使用した 

□□VS 

:ドルビーバーチヤルスピーカーが'働いてし巧とき 


とき） 


づ 


アンプ部 






PCM 

l デジタル入力 

1| 1 

1 " 

猫猫猫獨猫拉 

11 11111 IMf 11111 11111 fMC 

Vltl 111 111 111 

□□DIGITAL DTS* 
□□VS SFC 

□□Pin 



電源 （-M 7ぺージ） 


スピーカー端子 


デジタル入力端子 （ィ13〜1己、24ぺージ） 
















































































































































u モコン 


本システムの電源を r 入/切」 
する（- >20、21ぺージ） 


テスト信号を出力する 
(->19ぺージ） 

ウ イス/モー ドサラウンドを使う 

(斗2已ぺージ） 

ゲーム サウンドを使う 

(-> 2已ぺージ） 


設定の操作に入る 2已〜30ぺージ) 


ドルビー バー チヤルス ピーカー、 

ドルビープ□□ジック n 、 

SFC のモー ドを選択、 r 入/切 J する 

(イ22、23ぺージ） 



入力を切り換える 

(一20、21ぺージ） 

スピーカーの 音量調整をする 

(ィ1白、2巳ぺージ） 

音量を調整する 

(一1日〜21ぺージ） 

■時的に音を消ず 

(一2巳ぺージ） 


調整-設定をする/設定をミ夫定する 

(斗2已〜30ぺージ） 


設定項目を一つ前に戻ず 

(斗2已〜30ぺージ） 


U モコンの準備 


乾電池の入れかた 



リモコンの使いかた 



■使用上のお願い 

♦受信部と U モコンの間に 
障害物を置かない。 
♦受信部に直射曰光やイン 
バーター堂光巧の強い光 
を当てない。 

♦受信部と送信部のほこり 
にを意。 


まず 


各部のはた5き (っづま/ リモ n ンの準備 
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ラックの設置と取り付け 


棚板の取り付け 
(->■10ぺージ） 


ガラス扉の取り付け 
(->1吕ページ） 


ガラス天ホ反の 

取り付け 

(-» 9ページ） 



スピーカー部 
ネット 


き機器の設置口•ルーレイディスクレコーダ ー/ DVD レコーダーー10ページ） 
(テレビー11ぺージ） 


キヤスター座を 
敷く 

(イ11ページ） 


設置について 


■ 設置作業は2人む上で行ってください。 

■ プラスドライバーを用意してください。（電動ドライバーは使用しないでください。） 

■不安定な場所を避けて、設置してください。 

■ガラス天板、ガラス扉の取り扱いには、十分にごま意ください。 

\ _ / 


設置例 



• 転倒しないよラ、必ず水平な場所にぐらつかないよラに設置し、テレビの転倒防止などの十分な安全対策を行って 
<ださい。 

♦本システムは、本システムの側面や後面を壁に付けて設置ずることをでさまず。ただし、ラックの取り付けや 
さ機器の接続の際には、作業スペースび必要でずので、ごを意ください。 

参後面の排気孔をふさぐことになるので、カーテンなどの前には置かないよラにしてください。 

• 本システムを設置ずる際は、前面のスピーカー部のネットには、力を加えないよラにしてください。 

• フ□一 U ング床面び柔らかい場合、キヤスターの回転跡び残る場合びありまず。 

• キャスターを取り外ず場合は、日ページをご覧ください。 
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キヤスターを取り外す場合 


不ま定な場所では、キャスターをがして<ださい。 

(畳や毛足の長いじゆラたんなど） 

キャスターを外す場合は、床に柔らかい巧などを敷いて、 
後面側に倒して < ださい。 

キャスターは、持って引くと外れます。 

キャスターの取り外しは、おず2人し U 上で行ってくださ 
い。 

キャスターを取りがしてラックを移動するとをは、必ず 
底板を持って、2人しツ上で行って<ださい。持ち上げち 
については、下記をご覧ください。 

キャスター取りかし時は、ラックの上や中には何ち置かない 
でください。付属のガラス天板ち載せないでください。 



ラックの持ち上げ方 


①天板を面を持ち上げ、 

後面側の底に手を入れる 



⑨前面側の底に手を入れる 



③左ちの手で水平になるよラ 
に持ち上げる 



ガラス天板の取り付け 


ガラス天板（付属）を突部に合わせる。 

•ガラス天板には、表面と裏面びあります。 

シールび貼ってあるち读励を上にしてくださし、。 
•ラック天板には、すべり止めシートび貼られて 
います。シートは剥びさずにガラス天板を設置し 
て < ださい。 
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ラック天板に合わせて、ゆっくり下ろ 
ず。 


00 @知5せ) 00 

ガラスに衝撃を与えないよラに、上げ下ろしはゆっくりと 
行ってください。 




準備 


ラックの設置と取り付け 
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ラックの設置と取り付け(っづき) 
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棚板の取り付け 


片側のダボ穴に成形ダボ（付属）を差し込む。 


2 棚板（付属）を斜めにしなび5差し込み、 
成形ダボの上に棚板の溝び合うように棚板を 
載せる。 


3 棚板をまえなが5、反対側のダボ巧に成形 
ダボを差し込み、棚板び水平になるように設 
置する。 

• 棚板の高さは、3段階に調整でをます。 

• 成おダボを差し込む巧を変えて、棚板の高さを調整して 
<ださい。 

• 棚板を設置しない場合でち、成おダボは無<さないよラ 
に差し込んでおいてください。 



SC-HTR31 



単位 ( mm ) 


棚板取付ダボ位置 

上 

中 

下 

収納部 

高さ 

上段 

101.0 

131.0 

161.0 

下段 

101.4 

71.4 

41.4 

収納 

部幅 

448 (左ち共） 

収納部奥行さ 

吕已4 


SC-HTR 210 


単位 ( mm ) 


棚板取付ダボ位置 

上 

中 

下 


高さ 

上段 

目 8.0 

128.0 

1己8.日 

収納部 

下段 

101.4 

71.4 

41.4 

収納部幅 

700 


収納部奥行さ 

吕已4 


ブルー レイディスクレコー ダー / DVD レコー ダー など収納する機器の設置 馆機器の取扱説明書もご覧くださし、。) 


1 機器を設置した後、配線のため背面板の切り欠 
き部を、親指の腹などで強く押えて、取りがず。 

• 本システムと各機器の接続については、13〜17ページ 
をご覧ください。 

• 設置する機器の取扱説明書に放熱や通風に関する要ホ 
事項び記載されている場合には、背面板の切り欠を部を 
取りがして、通気を確なしてください。 
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• 側面に排気孔を持つ機器を設置する場合は、機器の取扱 
説明書に記載された指示に従い、設置して < ださい。 

収納した機器のコードを、切り欠さ部か5 
束ねて引き出し、接続する。 


00 @知5せ） 〇〇 

• 棚板には12 kg、 底板には20 kg を超える機器を 
設置しないで < ださい。 

• 録画機器を上段に載せると、映像に障害び出る場合びあ 
りまず。その場合は、棚板の下段に設置してください。 

•収納する機器によっては、機器のコードび接続で 
さない場合びあります。ケーブルび出る位置に棚 
板の高さを調整し、機器を収納してください。 

•最下段（底板上）に設置した場合、奥行さの長 
い機器び正しく設置されないことや収納した 
機器のコードび接続でさないことびありまず。 

•機器を収納する際は、上記「棚板の取り付け」の表 
も参考にしてください。 




棚板上 ㈱ 寸法):348 mm 僅板の切り姑部快」却那た齢の収納可能製品奥行き） 
棚板上 ㈱ 寸法):2已已 mm 僅板の切り夕き部「ル」補けた齢の収納可能製品奥行き） 
最下段（底板上） （® 寸法）： 255 mm (収納可能製品奥行さ） 
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テレビ①設置（テレビの取扱説明書もご覧ください。） 


推奨サイズ SC - HTR 310: 已 0 V 型]■ソ下 
SC - HTR 210: 42 V 型]■ソ下 

テレビ（据え置きスタンド付き）をラックの 
中央に設置ずる。 


〇〇 质知 S せ） 〇〇 

• テレビは持ち上げて移動してください。引をずるとガラス天板を 
傷つけることびあ0ます。 

(持ちちについては、テレビの取扱説明書をご覧ください。） 

• ガラス天板上に設置した製品のスタンド部分びガラス天板に 
密着し、剥びしにくい場合には、密着部に薄くて平らなものを差し 
込みなびら持ち上げると、剥びしやすくなる場合びあります。 

• 回転式のテレビスタンドの場合は、回転してもラックよりはみ 
出さないよラに設置してください。 



据え置さ 
スタンド 


キヤスター座を敷ぐ 


本システムび動かないように、キヤスターの 
下にキヤスター座を數いて、固定ずる。 

• キヤスター座を置くとをは、下図のよラにキヤスターの 
前方向とキャスター座の矢印を含わせて<ださい。 

前- 


キャスター座 


(キャスター座位置） 

下図の点線で囲んだ4箇所のキャスターの下にキャスター座 
を敷さます。 


SC - HTR 31 



矢印 


キャスター座を取りがすとをは、ラックを持ち上げて 
ください。ラックの持ち上げちについては9ページを 
ご覧ください。 




転倒防止について 


テレビが転倒しないように、テレビを固定ずる。 

■ラックに固定ずる場合 

• 同封のねじで、テレビに付属の転倒防止用バンドなどを 
ち図のよラに取り付けてください。（転倒防止用バンドび 
テレビに付属していない場合には、巿版のバンドで固定 
してください。） 

転倒防止用バンドは、ラック天板裏側中央の下穴に取り 
付けてください。 

適当な位置に下穴びない場合は、裏側に直径2 mm 程度 
の下穴を開けてから、ねじで取り付けてください。 

•強く締めすざると、空回りして固定でをなくなります。 


■壁面に固定ずる場合 

•壁や柱の材質に適した巿販のねじ、丈夫なひち、または 
鎖などを使用して堅牢部にしっかりと取り付けてくださ 
い。 

• 壁や柱にはテレビの重量を支えられる強度び必要です。 

詳し<は、施工ちのちなどにご相談<ださい。 

•固定は、左ち2箇所で行ってください。 


(設置例） 




//ん////ふ////み 


イラストはイメージです。 

実際の商品と形状び異なる場合びあります。 


準備 


ラックの設置と政り付け(っづま 
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ラックの設置と取り付け(っづき) 


ガラス扉の取り付け 


1 ガラス ホルダーの 4箇所のねじをプラス 
ドライバーで取りがし、板を取り出す。 

•板を取り出す前に、ガラスホルダーを固定している 
テープを 外してください。 

• プラスドライバーは、ねじの大ささに合ったサイズを 
ご使巧ください。 



2 ガラス扉（付属）をガラスホルダーの奥まで 
挿入し、手前の2箇所のねじを仮留めする。 

• ち図は、左ガラス扉の取 D 付け例です。 

• マグネットキャッチに巧び空いているちびガラス内側に 
なります。 

• ガラス扉表面のガラスホルダー挿入部には、ズレ防止シー 
卜を貼付しています。 

そのままの状態で取り付けてください。 

3 ガラス扉を閉めて左ちの高さやずき間を調整 
し、ガラス扉びずれないよラに開さ、手前の 
2箇所のねじをプラスドライバーでしっかり 
締める。 


4 奥のねじ2箇所をしっかり締める。 

• ちラーちのガラス扉も、同じよラに取り付けてください。 



別売品のご紹か 


コー ド/ヶーブル名 

長さ 品 番 

コー ド/ヶーブル名 

長さ 品 番 

HDMI ケーブル 

〇* ~ 夕 ~ 〇 

(1.0 m) RP-CDHG10 
(1.5 m) RP-CDHG15 
(2.0 m) RP-CDHG20 
(3.0 m) RP-CDHG30 

ステレオピンコード 

4 III 曲 町 V 、主 /c™QIL> 

(0.5 m) RP-CAP3G05 
(1.0 m) RP-CAP3G10 
(1.5 m) RP-CAP3G15 
(2.0 m) RP-CAP3G20 
(3.0 m) RP-CAP3G30 
(5.0 m) RP-CAP3G50 
(10.0 m) RP-CAP3G100 

光デジタルケーブル 

お! IID_ 匈 | 犀 

(0.5 m) RP-CA 2005 
(1.0 m) RP-CA 2010 
(1.5 m) RP-CA2015 
(2.0 m) RP-CA 2020 
(3.0 m) RP-CA 2030 


ケーブル類は、置をちや接続ち法 
などにより、必要な長さび異なりま 
す。ご購入の際は、長さを十分確認 
してください。 

別売品の品まは、2007年12月 
現在のちのです。品まは変更される 
ことがあります。 


〇〇 巧知 S せ） 〇〇 

接続するケーブル端テのおがによっては、し U 下の点にごま意<ださい。 
•本システムを壁に付けて設置する場合は、十分確認のラえ、設置して 
<ださい。 

•接続した機器を収納する場合、ケーブルび後面に当たり、正し< 
収納されないことびあります。背面板の切り欠を部を取り外すなど 
してください。 

(特にイコライヴー付を HDMI ケーブルは、プラグの形状び大をいため、 
ミ主意び化要です。） 


別売品は販売店でお買いホめいただけます。 
パナソニックグループのショッピングサイト「パナ 
センス」でお買いホめいただけるものもあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 

Pawa 

http://www.sense.panasonic.co.jp 
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接続する 


接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 
接続する各機器の取扱説明書ちご覧< ださい。 


HDMI 端子のおる機器（テレビ、レコーダーなど）を接続する 


使用ずるケーブル （別売品の品番は、「別売品のご紹介」（イ12ページ）を参照してください。） 


HDMI ヶーブル （別売） 


〇1- 

- cs 


光デジタルケーブル （別売） 
ち型巧马 |[D - 


イ]リ I 巨を 


HDMI ケーブルについて 

• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 


テレビ 



準備 


ラックの設置と取り付け(っづき/別売品のご紹介/接続ずる 


3 
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接続する (ごづを) 


HDMI 端子がない機器 (DVD プレーヤー、 

ビデオデッキなど）を接続する 

使用ずるケーブル （別売品の品番は、刷売品のご紹介」（ィ12ぺージ）を参照してください。） 

光デジタルケーブル （別売） 

角型 - Gl^llInD -曲 1 日!> 

ステレオピンコード （別売） 

= r~fniiiiDN h 


※映像コードに関しては、接続ずる機器の取扱説明書をご覽ください。 



お持ちの機器やお巧みに合わせて、©または⑥の接続をしてください。 
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接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 
接続する各機器の取扱説明書ちご覧< ださい。 


CATV セットトップボックス、 BS デジタルチニ 


.ーナーなどを接続ずる 


テレビ用の入力端子を巧って接続します。 


使用ずるケーブル 刷売品の品まは、刷売品のご紹介」（イ12ページ）を参照してください。） 


光デジタルケーブル （別売） 


角型巧宣 Ieed - 

-〇蝴巨を 


※映像コードに関しては、接続ずる機器の取扱説明書をご覧ください。 


峡像機器の映像出力 
とテレビの映像入力 
を直接接続して<だ 
さい。 


映像入力 


この接続をすると、 
本システムの電源を 
切ってわ、接続した 
各機器の音声信号び 
テレビか5出力され 
ます。 

音声入力 


テレビ 


h 映像 

コ-ド 



アンプ部 


-音声 

コード 


'非 


◎ 

◎ 



巧泣入力2 

細; 

№■■1 


■W 


映像出力 


音声出力 



光デジタルケーブルの接続ち法 



お状を合わせて 
差し込む 

ケーブルを急な角度に折り曲げ 
ないで < ださい。 


CATV 

セットトップボックス 
など 



光出力 


準備 


接続ずる (つづさ) 
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接続する (ごづを) 


ビデオデッキー付:型 DVD レコーダーを接続ずる 


DVD / V H S 専用端子びある場合の接続です。 


使用ずるケーブル （別売品の品まは、刷売品のご紹介」（一12ぺージ）を参照してくださし、。) 


光デジタルケーブル（別売） 


ステレオピンコード（別売） 


角型が宣 IIeed - 

- a ] リ1巨を 

cOD = i ®\ 

/ < ini = CE 3= 


※映像コードに関しては、接続ずる機器の取扱説明書をご覧ください。 


テレビ 



デジタル 
音声出力(光） 



映像機器の映像出力 
とテレビの映像入力 
を直接接続して<だ 
さい。 


この接続をすると、 
本システムの電源を 
切ってを、接続した 
各機器の音青信号び 
テレビか6出力され 
ます。 

音声入力 


光デジタルケーブルの接続ち法 



お状を合わせて 
差し込む 

ケーブルを急な角度に折り曲げ 
ないで < ださい。 


アンプ部 





EL 

區 Ls 





ビデオデッキー体型 
DVD レコーダー 


— C -» 、 





Y 

(§)0 

ち左 
音声出力 
VHS/DVD 
出力端子 


禪……-: 


恩 


光出力 


DVD 専用 
出力端子 



00 (お知5せ） 〇〇 

再生については、21ページをご覧ください。 

















































































































接続するとをは、各機器の電源を切ってください。 
接続する各機器の取扱説明書ちご覧< ださい。 


才ーデイオ機おに D プレーヤーなど）を接続する 


使用ずるケーブル （別売品の品番は、「別売品のご紹介」（イ 12 ページ）を参照してください。） 


ステレオピンコード（別売） 


^nrbnDN 






换 

轉 


細;^ 3 




I III 



T 

## 

ち左 
音声出力 


アンプ部 


国 !… 

區 1が 


W 田 




BD/DV 口入力 


C 


CD プレーヤーなど 


電源コードの接続 

電源コードは必ず最後に接続してください。 


電源プラグをコンセントに接続した状態で 約 0 .已 W (省待機電カモード時 （斗28 ぺージ）は 約 0 .吕 W ) の電力を 
消費していまず。長期間使用しないとさは節電のため抜いておくことをおずずめしまず。 

アンプ部 




■JA 化 ■ 


日 



口 

嚇 

S 




ご家庭の電源コンセント 
(AC ] 00 V、 已 0 / 曰 0 Hz) 


[機能待機]ランプについて 

[機能待機]ランプ 


i M 1軍お 



音量 

口回 

1 •肺《 

柄バ A 打械 

ロ ロ 


電源コードを接続すると、電源「切」のとをに 
[機能待機]ランプび点な(赤色）します。 
電源を r 入」にすると消灯します。 


準備 


接続ずる(っづま/電源 n — ドの接続 
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ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続する 

本システムでは、当社製 SH - FX 己0 ( デジタルトランシーパ'-とワイヤレスシステムのセット：別売）を使用して、左ちサラウンド 
スピーカーをワイヤレスで接続することびでをます。 

本システムのデジタルトランシーバー端子にデジタルトランシーバーを差し込み、サラウンドスピーカーを SH - FX 60 ワイヤレス 
システムに接続します。詳しくは、 SH - FX 己0の取扱説明書をご覧ください。 

ワイヤレスサラウンドスピーカーを接続している場合の音場効果については、23ページをご覧ください。 


接続ずるとをは、本システムの電源を切ってください。 

接続する各機器の取扱説明書ちご覧 < ださい。 


①ガラス扉を 
開ける ィ 


ロロ 

ロロ 



デ y タルトフンシ ー K — 

ク 

— 

ス 

r 


ふたを 
下に開ける 


(D デジタル 

トランシーバー挿入 □ 


£ r 1 



ロロ 

ロロ 



デ y タルト5ンシ ー"- 

, A 

： 


デジタルトランシーパ- 
を差し込む 


ふたを閉める 


00 (お知5せ） 00 

ふたは約日0°開きます。無理な力を加えないでください。 


サラウンドス ピーカーの 酉己置 


サラウンドスピーカー(左、ち）： 視聴位置のやや後方の左ちに設置してください。 

設置例 

スピーカーシステム SB - HS 已 00 A 访 ij 売）を接続した場合 



〇〇 (お知 S せ) 〇〇 

各スピーカーから視聴位置までの距離を設定してください。» 28ページ) 
それにより、視聴位置に届く音の遅延時間を補正ずることびでさまず。 


デジタルトランシーバーの挿入後、電源を r 入」にすると（->21ページ）、デジタルトランシーバーび検出され、表示部に"の" 

び点口します。 _ 

(検出動作中は点滅し、検出されると点なになります。） … 


18 


デジタルトランシーバーを挿入している間は "の’’ び点なしていますび、下記のよラな場合は、消なまたは点滅します。 

ミ肖な： 再生モードびステレオにチャンネル）の場合や、地上波デジタル放送などの音声多重放送を受信したとをなど、 
ワイヤレスのサラウンドスピーカーを使用したサラウンド再生びでさないとを 
点滅： 電波び途切れているとを （ SH - FX 日0の電源び切れているとき） 
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スピーカーの音を確認-調整する 



電源 

〇 


テストスピーカーレベル 

し rftrLL 


音量 



テスト信号で音声の出力を確認する 


電源 

1. 〇 押して、本システムの電源を入れる 


テスト 


2. 


押して、音青出力を確認する 

1巧 i 

3. 


〇 

押して、フ□ントスピーカー 

スピーカー表示 


十 

を通常聞<音量にする 

1 ,‘LILLII 化が 


—音量 


•約2秒間隔で下記の順にテスト信号び出力されまず。 

L (フロント左) 一 C (センター）一/?(フ□ントち）一 SUBW (サブウー八一) 


ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合 （一] 8 ぺージ） 

* 約2秒間隔で下記の順にテスト信号び出力されまず。 

L 一 C 一/?一 /? S (ワイヤレスサラウンドち）一 LS (ワイヤレスサラウンド左）一 SUSW 


4. □ 押して、テスト信号を止める 

〇〇 (お知5せ） 〇〇 

スピーカーか5テスト信号び出力されない場合は、コネクターの接続を確認してください。（一日 ページ） 


スピーカーの音量を調壁する 


サブウー八一、センタースピーカー、ワイヤレスサフウンドスピーカー（接続時のみ- >] 8ぺージ）の音量か 
フ□ントスピーカーの音量とバランスび合わないと感じた場合、スピーカーの音量調整をしまず。 

1. テスト信号を出力する（一上記手順1〜 3) 


2. と^押して、調整したいスピーカーを選ぶ I [ IIJII け 

SUBW (サブウーノ V-)^C (センター) 


ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合 （一] 8 ぺージ） 

SUBW (サブウーノ V-)^C (センター) 一 /? S (ワイヤレスサラウンドち）一 LS (ワイヤレスサラウンド左) 


スピーカーレベル 

3. 押して、 

各スピーカーの音量を調整する 

• 調整しているスピーカーからのみテスト信号び出力されます。 
• 操作後、約2秒経つと、再び順に出力されます。 

4. 1押して、テスト信号を止める 


〇〇 (お知らせ） 〇〇 

•フロントスピーカーの音量調整は r 音量一、+」でします。左ちフロントスピーカーの音量バランス調整は「音量バランスの調整 
をする」（一27ページ）を参照してください。 

• サブウー八一の調整で "OFF" を選ぶと、サブウー八一から音び出ません。 

• この調整で各チヤンネルのレベルを調整してち、 SFC の各モードの各チヤンネルのレベル設定はを化しません。 

•この調整をすると、ドルビーバーチヤルスピーカーび働をます。2チヤンネルソースを再生している場合は、連動してドルビー 
プ□ロジック n も働をます。（一22、23ぺージ） 

• 映画や音楽を再生しなびらスピーカーレベルを調整することもでをます。（一26ページ） 


ri ITII 1 

in 

-lUlIM 

lU 


調整範囲： 

SUBW: OFF 、 MIN' 

1 〜 19、 MAX 


C: - 6~+ 6 

RS, LS ： - ro~+ 10 


準 

備 


フ 

レ 

ス 

の 

著 

ン 

ス 


を 
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A *™ 抽ホ（入力は押すごとに 
cz ] 切り換わります。） 

TV :テレビ 

BD/DVD :ブルーレイディスクレコーダー、 
(初期設定） DVD レコーダー 
AUX 1 :が部入力1端子に接続した機器 
AUX 2 :が部入力2端子に接続した機器 

AUX 3 :が部入力3端子に接続した機器 

機器を再生ずる 


音量を調壁ずる 

音量 

m m 押す 


な/1 I 電源 〇 «能待 g 

操作部 


心 




映画や音楽を楽しむ 


テレビの電源を入れ、テレビのリモコンで本システムを接続した入力 ([ HDMI ] など）に切り換える。 



操作部 


迂 





本体で操作ずる場合 




本システムの電源を入れる 


か I 1電源押す 


2 再生したい機器の入力を 
おふ 


3 4 




































































































■本システムで再生できるデジタル信号については 33 ぺージをご覧ください。 
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電媚 

〇 




本システムの電源を入れる 

押す 


テレビ 

□ 

または 

BD / 附 D 
□ 

または 

外部入力 
□ 


再生したい機器の入力を 

巧且 >け 

度ふ 

押す 


ぶ]?/ 


1111 


(初期設定） 


A 


7 V 

BD/DVD 

AUX1 

AUX2 

AUX3 


:テレビ 

:ブルー レイディスクレ コーダー、 
DVD レコーダー 
:が部入力1端子に接続した機器 
:が部入力2端子に接続した機器 
:が部入力3端子に接続した機器 


I " AUX 1"、" AUX 2"、 AUX 3 ’ は [ が部入力] 
を押ずごとに切り換わりまず。 


機器を再生ずる 

■いろいろなサラウンド効果を楽しむことができます。（->22、23ページ） 


■ 再生を楽しんだ後は、音量を下げてか目[電源]を巧して電源を切ってください。 

00 (お知5せ） 〇〇 

•再生ずるソースによっては、サブウー八一やセンタースピーカーなどの音量び、フ□ントスピーカーの 
音量とバランスび合わないと感じることびありまず。そのよラな場合は、再生中でをスピーカーの音量 
調整びでさまず。（->26ページ） 

• - BD/DVD ■' L ツ外に入力を切り換えてを、 BD / DVD 端テに接続した機器の映像（または音声）は、テレビ 
出力端テから出力されまず。 


• テレビとレコーダーなどの映像機器を本システムと HDMI 接続している場合（一13ページ)、本システムの電源を 
切つてち、レコーダーからの映像/音声信号び本システムを通過して、テレビへ伝送されます。 （スタンバイスルー機能) 
テレビのスピーカーだけで楽しみたいとをに便利です。 

• x . v.Color (斗34ページ）で記録された映像にも対応しています。 

OC X お知5せ） 〇〇 

電源を切る前に入力を - BD / DVD '' な外に設定していてち、本システムの電源を切ると、本システムの BD / DVD 端テに接 
続したレコーダーの映像/音声信号びテレビから出力されまず。谓度、本システムの電源を入れると、設定していた入力に 
戻りまず。） 


DVD/VHS 専用出力端子びある機器の場合は、上記操作吕で入力を LUT のように選んでください。 

• DVD を楽しむとき：乂 r に合わせる 
•ビデオを楽しむとき：乂 2" に合わせる 


ビデオデッキー体型 DVD レコーダーを再生する 


本システムの電源「切」時にレコーダーの映像•音声を楽しむ 


1 /日し ill1 [: 


が 


0 撮ル）-が撮大） 


~音量胃 


音量を調壁ずる 

押す 


映画や音楽を楽しむ 


楽しむ 
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いろいろな音場効まを楽しむ 

音場効果は入カソースによって異な0まず。実際の音をお聞さのラえ、お好みのモードを選んで<ださい。 


ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続していない場合 


■ ドルビーパーチャルスピー カー 

已 .] チャンネルで聞いているよラなサラウンド効果び楽しめまず。（ビデオや CD などのステレオソースには同時 
にドルビープ□□ジック n び働さまず。）ドルビーバーチャルスピーカーには、政下のモードびありまず。 


REFERENCE (標準モード） 

標準的な効果び得られるモードです。 

W の £ (ワイドモード） 

左ちの音場を更に広< するモードです。 


サウンドフィールドコント□—ル 

■ SFC (Sound Field Control ) 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 、 ステレオソース（ビデオや CD など）に臨場感や広びり感を与えたサラウンド 
効果び楽しめまず。 SFC には、じ(下のモードびありまず。 


音楽 

映画 

LIVE (ライブ） 

大をなコンヴートホールにいるよラな 
音の反響と広びり。 

DRAMA ( ドラマ） 

セ U フがメインになるよラなドラマに 
適した効果。 

POP/ 的 CW ポップ/□ック） 

ポピュラーや□ック音楽に適した効果。 

ACTION びクシ3ン) 

迫力のあるアクシヨン映画【し適した細果。 

VOCAL (ボーカル） 

ボーカルの声を際立たせる効果。 

SPORTS (スポーツ） 

スポーツ観戦しているよラな臨場感。 

JAZZ (ジャズ） 

ジャズクラブのよ5な狭い部屋の音の反響。 

MUSICAL (ミユージカル） 

5ュージカル劇場にいるよラな臨場感0 

DANCE (ダンス） 

ダンスホールのよ5な広い空間で響い 
ている音の広びり感。 

GAME (ゲーム） 

迫力のあるヴウンドでゲームなどを楽しむとを。 

MONO (モノラル） 

昔のモノラル音声の映画などに適した効果。 





〇〇 巧知诚 〇〇 


ドルビーバーチャルスピーカーを 使う 



□□バ-チヤル 

• 押すたびにモードび切り換わります。 

スピ-力- . 

I 一一 I 巧す 

(->上試 

即巧即 l\l な 端。 



SFC (Sound Field Control ) を使う 

ドルビーバーチャルスピーカー (-» 上記）の効果に、さらにお好みのサラウンド効果を加え 

て楽しめます。 


「 SFC -) 

• 押すたびにモードび切り換わります。 

I — ~ II — ~I 巧す 

(-►上試 

音楽映画 

I Tin - 」 

唐 = SFC の効果を解除ずる 


[□□パ'-チャルスピーカー]を押す 



音場効果を切る 


ミ几口 
-日又疋 

@押す 

• CD やテレビなどの2チヤンネルソースはサラウンド効果びない状態になりまず。 

• 入カソースびドルビーデジタルや DTS などのサラウンドデジタル信号やマルチ 
チヤンネル LPCM 信号は、信号を 3.1 チヤンネルに集約し、左ちフ□ントスピー 
カー、センタースピーカー、サブウー八一から出力しまず。 


• サラウンドデジタル信号/音場効果の表示については、已ページをご覧ください。 

•入カソースび2チャンネルの場合 、 [DOPLE ] を押すと、連動してドルビーバーチャルスピーカーび働をます。 

• マルチチャンネル LPCM 信号には、 SFC は使用でをません。 

• PCM のヴンプ U ング周波数び48 kHz を超えるソースには、ドルビーバーチャルスピーカー、 SFC は使用でをません。 
入力されると自動的に解除されます。その後、他のソースを再生して効果を使用するには、再び[□□バーチャルスピーカー]や 
[ SFC 音楽、映画]を押して選んでください。 

• SFC ® "GAM ど’ モード （一 上記）は、 U モコンの[ゲーム]を押すことでも選べます。 （一 2己ぺージ） 

•音場効果を「切」にした場合、入カソースの変更、電源の「入/切」、入力の切り換えの操作で、音場効果を切る前の状態に戻ります。 
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ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続している場合 


〇〇 (お知5せ) 〇。 

• サラウンドデジタル信号/音場効果の表示については、6ページをご覧ください。 

• マルチチヤンネル LPCM 信号には、 SFC は使用でをません。 

* PCM のサンプI」ング周波数び48 kHz を超えるソースには、 SFC、 ドルビープ□ロジック n は使用できません。入力されると自動的に解除 
されます。その後、他のソースを再生して効果を使用ずるには、再びに FC 音楽、映画]や [□□ PL n ] を巧して選んでください。 

• SFC® "GAME" モード»上記）は、 U モコンの[ゲーム]を押すことでも選べます。 2 己ぺージ） 

• ドルビーデジタルや DTS などのサラウンド信号やマルチチヤンネル LPCM 信号には、ドルビープ□□ジック n は使用でをません。 
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■已 .1 チヤンネルサラウンド再生 

多チヤンネルソースを左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカー、サブウー八一 
に分配して出力しまず。已 .1 チヤンネルソースの場合は、各チヤンネルの信号を各スピーカーから出力しまず。 

特に、 7.1 チヤンネル LPCM 信号を再生ずると、さらにスピーカーを追加したようなより広びりのある音場効果 
び楽しめまず。 

• 7.1 チヤンネル LPCM 信号び入ってをたとをには、しばらくの間下記のよラに表示されます。 

I I 1 nr IIII 

II I し）し11 

■ SFC (Sound Field Control ) 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 、 ステレオソース（ビデオや CD など）に臨場感や広びり感を与えたサラウンド 
効果び楽しめまず。 SFC には、じ(下のモードびありまず。 


音楽 

映画 

L /1 /E ( ライブ） 

大をなコンヴートホールにいるよラな 
音の反響と広びり。 

DRAMA ( ドラマ） 

セ U フがメインになるよラなドラマに 
適した効果。 

POP / 前が ( ポップ /□ ック） 

ポピュラーや□ック音楽に適した効果。 

ACTION (了クシ 3 ン) 

迫力のあるアクション映画に適した効果。 

VOCAL ( ボーカル） 

ボーカルの声を際立たせる効果。 

SPORTS ( スポーツ） 

スポーツ観戦しているよラな臨場感。 

JAZZ ( ジャズ） 

ジャズクラブのよ5な狭い部屋の音の反響。 

MUSICAL ( ミユージカル） 

ミュ ージカル劇場にいるよ5な臨場感0 

DANCE ( ダンス） 

ダンスホールのよラな広い空間で響い 
ている音の広びり感。 

GAME ( ゲーム） 

迫力のあるヴウンドでゲームなどを楽しむとさ。 

MONO ( モノラル） 

昔のモノラル音声の映画などに適した効果。 


ドルビー プ□□ジック n 

CD などの2チヤンネルソースをサラウンドで楽しむことびでさまず。 




音場効果を切る 


=厂1<=；コ 

-日又化 


佩巧す 

CD やテレビなどの2チヤンネルソースはサラウンド効果びない状態になりまず。 


楽しむ 


いろいろな音場効果を楽しむ 
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ビエラリンク （ HDMI ) を使5 


ビエラリンク （ HDMI ) (HDAVI Control ™) とは 

参本システムと HDMI ケーブル（別売品）を使って接続したビエラ U ンク対応機器を自動的に連動させて、 U モコン！つで簡単 
に操作でをる機能です。各機器の詳しい操作については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

※すべての操作びでをるちのではありません。 

参ビエラリンク （ HDMI ) は 、 HDMICEC ( Consumer 曰 ectronics Control ) と呼ばれる業界標準の HDMI によるコント□-ル機能 
をベースに、当社独自機能を追加したちのでず。他社製 HDMI CEC 対応機器との動作イ呆証はしておりません。 

•ビエラリンク （ HDMI ) に対応した他社製品については、その製品の取扱説明書をご確認ください。 

•本システムはビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 に対応しています。 

ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 とは、従来の当社製ビエラリンク （ HDMI ) 機器にも対応した当社基準です。 （2007 年12月現在) 


接続 


本システムとビエラリンク ( HDMI ) に対応した当社製テレビ(ビエラ)とレ]-ダー(ディーガ)を HDMI ケーブルで接続しまず。 

• 当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。 

品ま： RP - CDHG 10 (1.0 m )、 RP - CDHG 1已 （1' 己 m )、 RP - CDHG 20 (2.0 m )、 RP - CDHG 30 (3.0 m ) など 
• HDMI ケーブルの接続だけでは、本システムでテレビの音声を楽しむことびでをません。本システムでテレビの 


音声を楽しむ場合は、本システムとテレビを光デジタルケーブルで接続してください。 





T 


レコーダー 
(ディーガ） 



、 


①本システムの「ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にずる J で " ON " (連動ずるとき）に設定さ 
れているか確認をずる (" OFF ” になっている場合は、 " ON ” にしてください。） （一2已ぺージ） 

⑨ 接続した機器側（テレビなど）で、ビエラリンク （ HDMI ) び働くように設定ずる 

③ ずべての機器の電源を入れる 

④ 一度テレビ（ビエラ）の電源を r 切」にしたあと、再びテレビ（ビエラ）の電源を r 入 J にずる 
⑥ テレビ（ビエラ）①入力を、本システムを接続した入力 ([ HDMI ] など）に切り換える 

⑥ 本システムの入力を " BD / DVD ” に切り換えて、レコーダー(ディーガ）の画像び正し<映るかを確認する 
(接続や設定を変更した場合にち、この操作をしてください。） 


ビエラリンク （ HDMI ) Q & A 

Q (質巧） 

A {回答） 

おほいのテレビや レコーダーび 
ビエラリンク （ HDMI ) 巧応かわか 
6なし1とまは？ 

接続した機器にビエラリンク （ HDMI ) の□コ'マーク （- » 下記） び付いているか 
お確かめになるか、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

VIWA レか 

ビエラリンク （ HDMI ) が働かな< 
なごたとまは？ 

• 「ビエラリンク （ HDMI ) を使わない設定にする」（一2已ページ）で "OAT (連動する 
とを）に設定しているか確認してください。 

" OFF " になっている場合は、 " ON " に変更してください。 

• 省待機電カモードにしている場合、本システムの電源「切」時には、ビエラリンク ( HDMI ) 
び働をません。「本システムの電源「切」時の消費電力を下げる」（一28ページ）で 
" ON " (通常の消費電力）に変更してください。 

•接続した機器側のビエラリンク （ HDMI ) の設定を確認してください。 

• HDMI 機器の接続を変更したとき、停電やコンセントの巧き差しをしたときなどにビエラ 
リンク （ HDMI ) び動作しなくなる場合びありまず。このとさは、しソ下の操作をしてください。 

• HDMI ケーブルで接続したずべての機器の電源を入れた状態で、テレビ（ビエラ）の電源を入れ直す。 

• テレビ（ビエラ）の「ビエラリンク （ HDMI ) 制御 （ HDMI 機器制御)」の設定を「しない」に 
変更し、再度「する」に設定ずる。（詳しくはテレビ（ビエラ）の取扱説明書をご覧ください。） 

• テレビ（ビエラ）と本システムを HDMI ケーブルで接続して、テレビ（ビエラ）の電源 
を入れ、そのまま本システムの電源プラグを一度巧いてから接続し直す。 






























































ビエラリンク （ HDMI ) の動作 


自動的に本システム 
の電源を切る 


本システムのスピー 
力—か5レコーダー 
(デイーガ）やテレビ 
(ビエラ）の音声を出 
力ずる 


テレビ（ビエラ）のリモコンで、テレビ（ビエラ）の電源を切ると、自動的に 
本システムの電源ち切れます。 

ビエラ U ンクに対応したレコーダー(ディーガ）と HDMI ケーブルで接続し 
ている場合は、レコーダー（ディーガ）の電源ち切れます。 


テレビ（ビエラ）のリモコンで、音声を AV アンプか日出ず設定にずる 

例）テレビの [ ビエラリンク]ボタンを押し、 

「音声を AV アンプか5出ず」を選ぶ 

• テレビによって、音声を AV アンプから出す操作や画面は異なります。 

• 本システムの電源び「切」のとさは、自動的に本システムの電源ち入ります。 
• CD 、 DVD や録画したテレビま組の始まりび途切れるような場合には、 
レコーダー(デイーガ）の I 」モつンで[I◄◄スキップ]を押して、巧めか5 
再生して < ださい。 


テレビ（ビエラ）の テレビ（ビエラ）のリモコンで、チャンネル選択などの操作を行うと、 
音声を楽しむ 本システムの入力び "7 V " に切り換わります。 


テレビ（ビエラ）の 
U モコンで本システム 
の操作をする 

テレビ（ビエラ）の操作は、 
テレビ（ビエラ）の取扱説 
明書をご覧ください。 


サウンドを 

切り換える 


ビエラ U ンク 
( HDMI ) Ver .2/ 
ビエラ U ンク 
( HDMI ) Ver .3 対応 
の当社製テレビ（ビ 
エラ）との組み合わせ 
のみ 


自動的に入力を " BD / DVD ” に切り換える 


テレビ（ビエラ）に接続した 
機器の音青を楽しむ 


自動的に音ちを遅6はて映像とのズレを 
巧正ずる設定にずる 
(才ート U ップシンク） 


ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 巧応の当社 
製テレビ（ビエラ）との組み合わせのみ 


ビエラリンク （ HDMI ) を巧わない設定にす 
る 


テレビ（ビエラ）①リモコンで、サウンドを切り換える操作をずる 
例）[サウンド]ボタンを押ず 

• テレビによって、操作は異なります。 

•モード切り換え時、本システムの表示部に "SOUND LINK" と表示されまず。 
• 入カソースび48 kHz を超えるヴンプ U ング周波数の PCM のときは、 
この機能は使えません。 

テレビ（ビエラ）①リモコンで、自動的にサウンド 
を選ぶ設定にずる 

例）[サウンド]ボタンを押し、"オート"を選ぶ 

•テレビによって、操作は異なります。 

• 自動で設定をしない場合は、"オート"し:!がのサウンド 
を選んでください。 

• 番組情報などを受け取り、ヴウンドび変更された場合は、 
本システムの表示部に "SOUND LINK" と表示されます。 

• ずべての番組情報などには対応していません。対応 
していない場合には、スタンダードモード（ドルビー 
バーチャルスピーカー再生） になりまず。 

JiTF のよ5な場合に働さまず。 

■テレビ（ビエラ）で：デジタル放送の番組を視聴中 


番組情報など 
に応じて、自動 
のにサウンドを 
切り換える 
(オートサウンド 
連携） 


ビエラ U ンク 
( HDMI ) Ver .3 
の当な製テレビ 
(ビエラ）とレ 
コーダー(ディー 
ガ） の組み合わ 
せのみ 


■レコーダー（ディーガ）で： 

デジタル放送の番組を視聴中、または再生中 
DVD 、 CD 、 SD などを再生中 
• 録画したディスクによっては、巧庇していない場合びあります。 
• 自動的にサウンドを切0換えるかど5かの設定びでさます。 
• 詳しくは、レコーダー（デイーガ）①取扱説日月書をご覧ください。 


BD / DVD 端子に接続したレコーダー（ディーガ）を再生すると、本シス 
テムの入力び自動で .BD/DV 口 に切り換わります。 


テレビ（ビエラ）の HDMI 入力に接続したビエラリンク （ HDMI ) 対応機 
器を操作すると、本システムの入力び "7 V " に切り換わります。 


映像び音声よりち遅れている場合に、自動的に音声に遅ををかけ、映像に近づけます。 

1. [-設定、切]を約2砂間巧したままにずる 

2. [◄] [►] を巧してを選び、[巧定]を巧してミカ定ずる 

3. [▲] [▼] を巧して VlUTO " を選び、[巧定]を巧して巧定ずる 
|4.[戻る]を数回巧して "EXIT" を選び、[ミカ定]を押して設定を終える 

手動で設定する場合は、「音声を遅らせて映像とのズレを補正する」 
(一28ぺージ）で VlUTO " しッ外 D 設定にしてください。 


1. [-設定、切]を約2砂間巧したままにずる 

2. [◄] [►] を巧して " HDMr を選び、[決定]を巧して決定ずる 

3. [◄] [►] を巧して "CTRL" を選び、[ミカ定]を巧して巧定ずる 

4. [▲] [▼] を巧して "OFF" を選び、[巧定]を巧してミカ定ずる 
OFF : 連動しないとさ、 OW : 連動ずるとき（初期設定） 

已.[戻る]を数回押して"のの""を選び、[ミカ定]を押して設定を終える 


楽しむ 


ビエラリンク ( HDMI ) を使う 


巧 
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便利な機能-設定 


1^=1 ifS 

テレビ BD / DVD か司け JJ 

□ □ □ 

: T 义トスピーカーレベル 


CH 


ウイスバ- 
モード 
サラウンド 


-I + 


ゲーム i 肖音 



の。 

—日又化 
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ゲームサウンド 
を巧用する 

迫力のあるサウンドで 
ゲームび 楽しめまず。 


—時的に音を消す 

機能が働いている間、表 
示部に "MUTING 旧 ON" 
とくり返し表示（スク 
□-ル）されまず。 


ウイスバ- 

去-ド 

ウラウンド 


押ず 


In ! I 


LII'J 


■解除ずる ちラー度押す 
解除すると、 "W.S.OFF" 


と表示されます。 


ウイスパーモード 
サラウンドを 
ほ用する 

ル音量時でち、臨場感 
のあるサラウンド効果が 
楽しめまず。 


操作部 


本体でち設定できまず- 


i か 1 i «巧 


音量 

DSgd (II 柳 
が " W 畑 

百 二 


押す 


[ウイスバー モー ドサラウンド]' 
インジケーター 


• この機能び「入」のとをは、操作部の[ウィスパーモー 
ドサラウンド]インジケーターび点打します。 

00 @知5せ） 〇〇 

• ウィスパーモードサラウンドは、下記の場合には使用でさません。 
ワイヤレスのサラウンドスピーカーを使用していない場合： 

ドルビーバーチャルスピーカーび「切」のとを 
ワイヤレスのサラウンドスピーカーを使用している場合： 

2チャンネル ソース 入力でドルビープロ ロジック n 、 
SFC び「切」のとを 

この機能び「入」の場合に上記の設定にしたとをは、[ウィ 
スパーモードサラウンド]インジケーターび消えて、一時 
的に機能び「切」の状態になります。 


ゲーム 

〇 押ず 


日 111 化 


1 


• SFC の " G / WWE " モード （一 22、23ぺージ）び還おされまず。 

■解除ずる ち5—度押す 

解除すると、 SFC の効果自体ち解除されます。 


消言 


〇 押ず 


11 LI 11り日 


rr 


LI hi 


■解除ずる ち5—度押す 

• 電源を切ると解除されます。 

参音量を調整すると解除されます。 


スピーカーの音量を 
お巧みに応じて調整 
する 

再生するソースによつ 
ては、サブウー八一やセ 
ンタースピーカーなどの 
音量が、フ□ントスピー 
カーの音量とバランスが 
合わないと感じることが 
ありまず。そのよ5な場 
合は、再生中でちスピー 
カーの音量調整がでをま 
す。 


CH 押して、調整する スピーカーを 選ぶ 

—(スピーカーは、押すごとに切り換わります。） 

ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用していない場合 
SUBW (サブウーノ V -)- C (センター) 

t _I 

ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合 
(イ18ぺージ） 

S 地時巧-/トト C (センタ-卜ぉ(ワイヤレス朽ウン瞄一 U (ワイヤレスサラウン瞄 

I I 


吕 


スピーカーレ ペル 


押して、各 スピーカーの 音量を 
調壁ずる 

調整範囲： SUBW: OFF、MIN. 


C: 


1~ 19、 MAX 
- 6 〜+ 6 


00 dug ) 00 が，け..- 10-+10 

•フ□ントスピーカーの音量バランスは、 r 音量バランスの 
調整をする」（斗ちページ）をご覧ください。 

• サブウー八一の調整で" OFF " を選ぶと、サブウー八一か 
ら音び出ません。 

• 音びひずむ場合は、レベルを下げて <ださい。 

• 音声び出力されない設定にしているスピーカーのレベル 
調整はでをません。（->22、23ぺージ） 

• SFC は各モードごとに調整できまず。（イ22、23ぺージ） 
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I リアルセンター機能 
を切り換える 

サラウンド再生の場合 
に、センターチヤンネル 
のセリフの音を聞さやず 
くしまず。 

初期語をは " OAT になつ 
ていまず 。 "OFF " に 
したいときは、ち記の操 


作をしてください。 


音質の調整をする 

BASS 他音）と 
TREBLE 情音）を調整 
でをまず。 

アナ□グ、 PCM ® 

2チヤンネル信号を 
ステレオ再生ずるとさ 
のみ有効でず。 

それ!■ソがのを件では、 
この設定は表示されませ 


ん。必ず、上記のを件に 


してか6、設定してくだ 


さい。 


@約2秒間押したままにずる 


押して " REALC . " を選び 



娜し 


REAL じ、 *8 が 5 、 ^TREBLE. BALANCE. ^DISTANCE. HDML TV DELAY. 
DUAL P 帕、 DRCOMP 、 ATTENUATOR. REMOTE. INPUT MODE. RESET. EXIT 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 


0押してミ夫定 

• "EXIT ’. を違んでま定する 
と、設定モードを終了し 
まず。 


3 浸 


押して " OFF " を選び 


避 


© 


押してみ定 


0W ( 入 )、 OFF 脚 ) 



4 


戻る 


数回押して"のけ7■"を選び 


初期設定 ： CW 


い T T こ 


> "OAT や " OFF " を選んだ 
時点で効果は切り換わ D ま 
す。ただし、確定するため 
に[決定]を押してください。 


© 


巧してミ夫定 


■ 設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルずる 

戻る 

〇押ず 



約2秒間押したままにずる 


押して " BASS ” または 
"口? ESLE " を選び 


贫化ち 


日 夕即扣 [ 
_ 左 


REAL C., *8 が 5 、 ^TREBLE. BALANCE 、 ^DISTANCE. HDML TV DELAY. 
DUAL PRGs DRCOMP. ATTENUATOR. REMOTE、INPUT MODE. 祀 SET、EXIT 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 



押して調壁ずる 


那巧 ミ[ら1巧扣[ 

調整節囲 こ 一6 〜+6 
巧期設定： 0 


ミ肢 


4 


戻る 


数回巧して " EXIT " を選び 


[T T こ 


今@押してミ夫定 

参 " EXIT " を還んで;夫定 
ずると、設定モードを 
終了します。 

押してミ夫定 

押して巧定 


戻る 


■設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルずる〇押す 


音量バランスの調整 
をする 

左ちフ□ントスピーカー 
の出カバランスを調整で 
をまず。 

L :フ□ントス ピーカー (ち） 
R ： フ□ントス ピーカー (ち） 



約吕秒間押したままにずる 
押して"み化/ WVCE " を選び 


^化がにに 


REAL じ、 ^BASSs 《 TREBLE 、 BALANCE 、 ^DISTANCE. HDM し TV DELAY. 
DUALPRG 、 DRCOMP 、 ATTENUATOR 、 REMOTE. INPUT MODE 、 RESET. EXIT 



※調整び有効な場合のみ表示されます。 

押して調整ずる r , 


が 


0 


パ’一の表示は目安です。 


4 


〇 




数回押して"亡乂 / r ’ を選び ゴ!!リ； ■ 

■設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルずる n 押ず 


(決を） 押して決定 

• " EXIT " を逞んでミ夹定 
ずると、設定モードを 
終了します。 

押してミ夫定 
^押してミ夫定 


楽しむ 


便利な機能•設定 


巧 
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便利な機能-設定 (ごづを) 


距離の設定をする 

参 SH - FX 60 で、ワイ 
ヤレスのサラウンド 
スピーカーを接続して 
いる場合に設定できま 
ず。（马18ぺージ） 
それ!•ソがの場合は、 
この設定は表示されま 
せん。 

参フ□ント/サラウンド 
スピーカー か5視聴位 
置までの距離を設定ず 
ることで、視聴位置 
に届く音の遅延時間を 
自動のに算出し、補正 
しまず。 


本システムの電源 
r 切 J 時の消費電力 
を下げる 

(省待機電カモード） 


このモードでは HDMI 
接続をしている場合、 
スタンバイスルー機能 
(->21、34ぺージ） 
は働きません。 

電源「切」時のビエラリ 
ンク （ HDMI ) (イ24、 
2曰ページ）は無効にな 
りまず。 



3 


4 


已 


2 


音黃を遅百せて映像 
とのズレを巧正する 

映像び音声よりち遅れて 
いる場合に、音声を遅 S 
せて、映像に近づけまず。 


@ 約2秒間押したままにずる 



押して" D / STOA に亡"を選び三る,巧[用‘",今 


REAL C.S ^BASS. 《 TREBLE 、 BALANCE. ^DISTANCE. HDMI、TV DELAY. 
DUAL PRG. DRCOMP. ATTENUATOR 、 REMOTE、INPUT MODE 、 RESET. EXIT 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 


@押して決定 

• " EXIT " を逞んで;央定 
すると、設定モードを 
終了します。 


押して設定ずる 
スピーカーを 選び 



の 


押して距離を選び 


知祂がミ],日 m ♦ @押して決定 

FRONT (フ□ントスピーカー）、 

SURR (サラウンドスピーカー） 


F 脚’, I ら] ，[お 峰 ®押して巧定 

設定値： 1.0 〜 10.0 rr \ 

巧]期設定：フ□ント又 Om 
サラウンド 7.5 m 


〇 数回押して"が/7■"を選び ミ[。'[こ ^ 押して巧定 

■設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルする〇押ず 


-設ち 

感 約2秒間押したままにずる 



押して " HDM !，、 を選び 


♦ " EXIT " を選んで決定 
すると、設定モードを 
終了します。 


REALC. 、 &BASS 、 TREBLE. BALANCE. & DISTANCE、HDML TV DELAY. 
DUALPRG、DRCOm AUENUATOR. REMOTE. INPUT MODE. RESET、EXIT 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 




@押してミ夫定 



押して " STNBY " を選び 


押して " OFf " を選び 


\厂 TMT い / 

n It I 

；_/ I mil ir 

IJ 1 1/ 


STNBY、CTRL 




房る 


卵 


OFF : 電源「切 J 時のミ肖費電力を下げる（約 0.2 W ) 

OW : 電源「切」時に「スタンパ'イスルー」を有効にずる（通甫の消費電力) 


数回押して "0(/7 ■"を選び 


[ り T T ご 


^ {£) 押してミ夫定 

^ 押してミ夫定 

初期設定： OW 
^ 押してミ夫定 


戻る 


■ 設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルずる〇押ず 


-設定 

© 約2秒間押したままにずる 



押して "7 VD 亡レ! IV "を選び 


REAL C.V & BASS' 》 TREBLE 、 BALANCE 、 ^DISTANCE. HDML TV DELAY. 
DUAL PRGs DRCOMP 、 ATTENUATOR. REMOTE、INPUT MODE. RESET、EXIT 


Ttir.i [ I 、' こ- 


丄 ! しし！！ 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 


@ 巧して決定 

♦ " EXIT " を選んで決定 
すると、設定モードを 
終了します。 


5：ご/押して設定を選び にら 峰© 押してミ夫定 

C i - ^ - 

AUTO . OFF 、 10、20、30、40 巧]期設定： AUTO 


〇 数回押して"が/7■"を選び 处 : Ii ミ ^ @押してミ夫定 

■設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルずる〇押ず 

♦ブラウン管テレビなど、音声を遅らせる必要びない場合は、 " OFF " を選んでください。 

• " AUTO " はビエラ IJ ンク （ HDMI ) V 別'3に対応の当社聲テレビ（ビエラ）を接続している場合のみち効です。（一》2已ページ) 
参ビエラリンク （ HDMI ) Ver .3 に対応していない当社製テレビ（ビエラ)、もしくは当社じ(外の 
テレビを接続している場合で " AUTO " にしているときは、 "40" ( msec ) として設定されます。 
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1(5 約 2 秒間押したままにずる 
2 (Ch >1押して "D 化化 PRG " を選び 


ミ扣化 P 阳; 


二重音声を 
切り巧える 

AAC 、 ドルビーデジタル 
信号の二重音声を切り換 
えることができまず。 


REAL じ、 *BASS 、《 TREBLE 、 BALANCE 、 *D ほ TANCE、HDML TV DELAY. 
DUAL PRG. DRCOMP. ATTENUATOR. REMOTE. INPUT MODE. RESET、EXIT 


3 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 

>押して音声を選び 


@押して巧定 

"£ x / r ’ を選んで決定 
すると、設定モードを 
終了します。 


n リリじ rifw た 


/ IM/W (主音声)、 SUS 福 I 」音亩)、(主+副音声） 初期設定：/ IM//V 


戻る 


|4 〇数回押して"が/7■"を選び ゴぶ； I 

■設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルずるち押ず 


@押してみ定 
1 AIN 

@押してみ定 


ル音量でち 
聞をやす<する 


約2秒間押したままにずる 



アツテネーターを 

切り換える 

アナ□グ入力で再生中、 
音び大きな時にひずん 
だよラに聞こえる場合は 
"ON (入)"にしてみて 
ください。 


1偷約吕秒間押したままにずる 

2 00 J して " AnENlMTOR " をすけ の化'が日,?ミ 


REALC .、 ぷ BASS 、 を打?£化ら BALANCE、 & DISTANCE 、 HDM!、TVDELAYs 
DUAL PRG、DRCOMPs ATTENUATOR 、 REMOTE. INPUT MODE. RESET、EXIT 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 

3 押して" CW " を選び 


三广…こ 

31 !!: 


@押して巧定 

"EXIT" を選んで決定 
すると、設定モードを 
終了します。 

@押して決定 


戻る 


4 〇数回押して"のの-を選び 


0 W (入)、 OFF 彻）初期設定： OFF 

今® 


\ 


い T 7■ご 


押してミ夫定 


民る 


■ 設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルする〇押ず 


楽しむ 


便利な機能•設定(っづき 


巧 
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便利な機能-設定 (ごづを) 


入力信号の判別方法 
を切り換える 

" AUTO " (購入時の設定） 
でほとんどの場合問題な 
<再生でさまずが 、 liTF 
のよラな場合には、入力 
信号の判別ろ法を切〇換 
えてください。 

参 CD を再をして、曲の始 
まりび途切れる場合は、 
"PCM " (PCM 円 X )に 
設定してください。 

参 DTS ソース を再をして 
ち、信号が判別されない 
場合は、 " DTS " (DTS 
円 X )に設定してください。 

ノイズび発生ずる場合は、 
" AUTO " に戻してくださ 
し、。 



約吕秒間押したままにずる 
巧して "INPUT MODE "を選び 


^7 Hill IT 

Mn Tlr - こ 

yll'll LI 1 

1 lU 山し、 


REAL C.> 《8が5、町曲化ら BALANCE 、 ^DISTANCE , 册紙 TV DELAY, 
DUAL PRG, DRCOm ATTENUATOR' REMOTE. INPUT MODE' RESET、EXIT 



※調整び有効な場合のみ表おされます。 

押して入力を選び 


こてい ' 

on Til 

/ ，卜、 

1 IIJ 1 LI 


4 押して入力信号の 
or > 判別方法を選び 


TV. DVDs AUX1 


T い 


巧がに 


( p ) 押してミ夫定 

■ - EXIT " を還んで;夫定 
ずると、設定モードを 
終了しまず。 

押してミ夫定 

( p ) 押してミ夫定 


Auro :自動判別 

PCM ： PCM (音楽 CD など）のデジタルに固定 
DTS : DTS のデジタルに固定 


ネ刃期設定： AUTO 


■手順 3 と 4 を繰り返し、設定を変更 


房る 


已 〇 数回押して "EXIT " を選び 




い TT ご 


■設定動作中：一つ前に戻る/キャンセルずる押す 


@ 


押してミ夫定 


@ 約 2 秒間押したままにずる 
甲して " RESET ■"を選び 


購入時の設定に戻す 
(リセット） 

本システムの設定を購入 
時の状態に戻しまず。 



ぶ描 


REAL じ、 がを 《 TREBLE 、 BALANCE 、《 DISTANCE 、 片 DM /、TVDELAYs 
DUALPRG 、 DRCOMP 、 ATTENUATOR 、 REMOTE. INPUT MODE 、 RES 打 、 EXIT 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 


3 


の 


押して"化 S " を選び 


打描 [ 


ぶミ I 


押してミ夫定 

♦ " EXIT " を選んで決定 
すると、設定モードを 
終了します。 

f 決定）押して決定 


YES ' N 0 


" yes " を選ぶと、すべての設定び U セツトされ、自動的に入力び" SD / OW ’’ になります。 

" A /0" を選ぶと、手順2に戻ります。設定モードを終了させるには、[戻る]を数回押して"の flT " 
を表示させ、[ま定]を押してください。 


他の当社製機器（ミニコンや AV アンプなど）び動作する場合 


本システムの U モコンを使用すると他の機器び動作することびあります。その場合は、本システムの U モコンコードを" REMO 忙， 
に切り換えてください。下記の操作で、 本体とリモコンのコードを同じま号に設定しまず。 


30 


-設定 

1 © 約吕秒間押したままにずる 


吕 



押して"/?日 wore " を選び I 可り’'旧げ； i 今 


REAL C.S * か1巧、 ^TREBLE 、 BALANCE 、 ※ 〇ほ TANCE、HDMK TV DELAY. 
DUALPRG. DRCOMP. ATTENUATOR 、 REMOTE. INPUT MODE 、 RESET. EXIT 


※調整び有効な場合のみ表示されます。 


悼を）押してミ夫定 

参 " EXIT " を選んで巧定 
すると、設定モードを 
終了します。 


3 押してま号を選び hLIIIJ I L ミ I ' ミ ® 押してミ夫定 

r ~ 初期設定： 2 

• 本体側の U モコンコードび設定されます。 

• U モコン側の設定を変更するまでは、設定モードを終了することはでをません。そのまま、手順4に進んでください。 


4 押したまま h または □ を巧ず （ 2 秒む上） 

テレビ： U モコンコード1 
BD/DVD : U モコンコード2 (初期設定） 

• 1」モコン側の U モコンコードび設定されます。 

• 手順3で選んだコードま号と同じ番号を選んで<ださい。 

已ち数回押して、" EWT ■"を選び、 （ 0 を押して設定を終える 


RQT9142 
























































本システムは、ビエラリンク ( HDMI ) Ver .3 に対応し 
ています。 


仕様 

■ アンプ部 
実用最大出力 

フ□ント （L R ) 6己 W +日日 W (4 0、 J 曰 TA ) 
センター 目己 W (4 な JEITA ) 

サブウー八一 9日 W (100 Hz ' 3 Q 、 JEITA ) 

負荷インピーダンス 

フ□ント （L R ) 40 

センター 4 n 

サブウー— 3 n 

入力感度/入カインピーダンス 
か部入力2、外部入力3 450 mV /47 kQ 

信号対雑音比 （5 N 比） 

BD / DVD 、 テレビ、か部入力1 80 dB 

卜ーンコント□■■■ル特性 

低音 已 0 Hz 、+6 〜一巨 dB 

高音 20 kHz 、 +6〜 一 6 dB 


■ ラックシステム部 
(SC-HTR310) 

寸法（幅 X 高さ X 奥行き） 

1300 mm x 444 mm x 458 mm 
質量 約已 0 k 邑 

耐荷重量 80 kg 

(SC-HTR210) 

寸法（幅 X 高さ X 奥行き） 

1080 mm x 444 mm x 4 己 8 mm 
質量 約 43 kg 

而桐重量 80 kg 

■ スピーカーシステム部 
フ□ントスピーカー部 

1ウェイ1スピーカーシステム（バスレフ型） 

巨.己 cm コーン型フルレンジ X ] 

センタースピーカー部 

1ウェイ1スピーカーシステム（バスレフ型） 

6.5 cm コーン型フルレンジ X ] 

サブゥーハー部 

1ウェイ2スピーカーシステム（バスレフ型） 

13 cm コーン型ウー八一X 2 


■総合 

電源 冉 C 100 V 、50/60 Hz 

消費電力（本体） 12己 W 


電源スタンバイ時の消費電力 

約 0.6 W 

省待機電カモード時の消費電力 

約0.吕 W 


■ 動作使用を件 

周囲温度 0で〜40で 

相対湿度 20 %〜8曰％ (結露なきこと） 


ま） 

この仕様は、性能向上のため変更することびあります。 


し1に C 61000-3-2 適合品」 

: JISC 目]日0日- 3-2 適合品とは、日本エ 
業規格「電磁両立性-第 3-2 部：限度値 
-高調波電流発生限度値 （1 相当た0の 
入力電流び2日 A し处下の機器)」に基づを、 
商用電力系統の局調波環境目標レベル(し 
適合して設計-製造した製品です。 



ヴンプ U ング周波数が48 kHz を超える PCM 信号のとをは、ドルビー 
バーチャルスピーカー、 SFC 、 ドルビープ nn ジック日は使用できません。 
マルチチヤンネル LPCM 信号には、 SFC は使巧でをません。 


22、23 


22、23 


QSlA (よ < あるご質問) 


Q 懼巧） 

A 個答） 

マイクを接続したい。 

本システムには接続でをません。 

長時間使用ずると、本システムび熱くなるび、 
大丈夫か。 

大丈夫です。ただし、後面の排気孔を物でふさぐなど、放熱を妨げることは 
しないで < ださい。 

デジタル接続で、 DVD オーディオを再生してち 
音び出ない。 

本システムは CPPM に対応していますので、 HDMI ケーブルで接続すると、 
DVD 才ーデイオの音声を楽しむことができます。（イ1吕ぺージ） 

サラウンドスピーカーを追加して接続できるか。 

別売の SH - FX 已〇を使用して、ワイヤレス接続びでをます。»18ぺージ） 

他のアンプやスピーカーを接続でをるか。 

本システムではでをません。 

引っ越しずるのだび、そのまま使えるか。 

ま曰本、西日本に関係なく使えます。 


こんな表おび出た S 


表示 


調べるところ•原因•巧策 


ぺージ 


剛 


附が 


リ]日 


nr 


11 


U モコンコードを設定し、本体と U モコンのコードを合わせてください。 
" U 30/7 BI がび表示された場合、 r 他の当社製機器（ミニコンや AV アンプ 
など）び動作する場合」の手順4で U モコン側設定を" 2" にしてくださし、。 
‘‘ U 30 REMf び表示された場合ち、同じよラに手順4で U モコン側設定を 
"1" にしてください。 


30 


U 

r 

し 

1 1 


• HDMI 接続した機器び、本システムの著作権な護に対応していません。 

- 

11 - 
し 1 

r 

し 

し ] 

1 し 


• HDMI 接続で、本システムび対応していない映像フォーマットを受信しまし 
た。接続した機器の設定を確認してください。 

— 

11~ 

IJ 

厂 

し 



• HDMI 接続で異常びあります。け下の処置をしてください。 

それでち直らないとをは、販売店にご相談ください。 



一接続した機器の電源を「切/入」してください。 

一 HDMI ケーブルを巧を差ししてください。 

一本システム出力側の接続台数び2台を超えないよラにしてください。 


•二重音声には、ドル ビーバ—チヤ ル スピーカ—、 SFC 、 ドルビープロロジック n 29 

は使用でをません。 


デジタル入力 
HDMI 


便利な機能•設定 (つづさ) 


楽しむご参考 


Q&A (ょくぁるご質图\こんな表示び出たら/仕様 


3 



J 111 
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K 障かな！？ 

修理を依頼される前に、この表で症状を確かめて<ださい。 

なお、これらの処置をしてち直らない場合や、この表し U がの症状は、お買い上げの販売店にご相談<ださい。 


1 こんなとさは 

ここを処置.確認してください 

ぺージ 


電源び入6ない。 

• 電源プラグびコンセントに正しく接続されているか、確認してください。 

17 


機器の再生を始めてち 
音や映像が出ない。 

• 入カソースを正しく選択してください。 

• 消音を解除してください。 

•本システムで再生でさるデジタル信号か確認してください。 

光デジタルケーブルで接続した場合、ヴンプ U ング周波数び9己 kHz を超え 
る PCM 信号は、正常に再生されません。 

•機器び正しく接続されているか確認してください。 

•別売の SH - FX 60 を使用している場合は、デジタルトランシーバーとヴラウンド 
スピーカーの接続を確認してください。 

• 「入力信号の判別方法を切り換える」で AUTO に設定してください。 

• 本システムの電源を r 切/入」してください。 

20、21 
26 

33 

13〜17 
18 

30 


リモコンび働かない。 

• 電池び消耗している場合は電池を交換してください。 

7 


電源を切ってち機能待機ランプ 
が点なずる。 

• コンセントに電源コードを接続すると、電源「切」のとをに[機能待機]ランプ 
び点なします。なお、電源「入」にすると消なします。 

17 


DVD プレーヤーにマイクを 
接続してカラオケを楽しをうと 
したび、マイクの音び出ない。 

■ DVD プレーヤーと本システムをデジタル接続している場をはマイクの音は 
出力されません。外部入力2または外部入力3にアナ□グ接続してください。 

14、17 

共 

通 

DTS の音声が出ない。 

音声は出るげ DTS 表示が点 
なしない。 

•ブルーレイディスクレコーダー、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤーのデジ 
タル音声出力の設定び、ビットスト U —ムであることを確かめてください。 

• 「入力信号の判別ち法を切り換える」で "〇巧" に設定してください。 

30 


DVD オーディオを再生して 
ち音が出ない。 

• 光デジタルケーフルで接続した場合、著作権保護の理由などで音声び出ない 
ディスクびあります。また、48 kHz を超えるヴンプ U ング周波数の音声も 
再生されないことびあります。 

- 


音び出なくなった。 

(‘‘ F 6 r ’ が約1秒間表示され 
る。） 

本機は異當を検出ずると、巧 
護回路び働いて、電源を自動 
のに切0まず。 

• 著しい大音量で聞いていませんか。 

• 異常に暑い場所で使用していませんか。 

• カーテンや異物により、排気礼をふさいでいませんか。 

づ原因を解消して、しばらく待ってから再び電源を入れてください。 

(イ呆護回路の動作び解除されます。） 

(それでも同じ現象び起こる場合は販売店にご相談ください。） 

- 


" F 70 □□□□ "が表示され 

(□ には " DSP " または 
" HDJW " が表示されまず。） 

•電源を切り、電源プラグを抜いたラえで、販売店にご相談ください。 

- 


" F 巧"び表示される。 
(表示したあと、電源が切れ 
ます。） 

• 電源プラグを抜いたラえで、販売店にご相談ください。 

- 


サラウンドで音び聞こえない。 

• ドルビーパーチャルスピーカー、 SFC 、 ドルビープロロジック n を選択してください。 

22. 23 

日 

場 

効 

ドルビーバーチャルスピー 
カー、 SFC 、 ドルビープ □□ 
ジック n が使えない。 

•サンプ U ング周波数び48 kHz を超える PCM 信号のとをは使用でさませ 
ん。外部入力2またはが部入力3にアナログ接続してください。 

• BS デジタル放送の AAC 信号とドルビーデジタルの二重音声には使用でさま 
せん。 

14、17 

果 



BS デジタル放送で二重音青放 
送の切り換えびでをない。 

• BS デジタルチューナーの音声出力を AAC に切り換えてください。 

- 

1 

HDMI 接続で、始めの数秒間 
の音声が再生されない。 

DVD をチャプターから再生した場合に、起こることびあります。しツ下の処置を 
してください。 

①ブルーレイディスクレコーダー、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤーなどの 
デジタル音声出力の設定をビットスト U —ム設定から PCM 設定にしてくだ 
さい。 

③「入力信号の判別ち法を切り換える」で " PCM " に設定してください。 

30 

1 

正常に動作しない。 

• HDMI の入力端子と出力端子を間違えて接続すると、正常に動作しません。 
接続し直すとさは、一度電源を切り、電源プラグを抜いてから接続してくだ 
さい。 

13 























こんなとさは 


ここを処置.確認してください 


ぺージ 


ビエラリンク （ HDMI ) が働か 
なくなった。 


「ビエラリンク （HDMI) を使わない設定にする」で "OW " (連動するとを） 
に設定しているか確認してください。 

OFF " になっている場合は、 " ON " に変更してください。 

省待機電カモードにしている場合、本システムの電源「切」時には、ビエラ 
リンク ( HDMI) び働をません。「本システムの電源「切」時の消費電力を 
下げる」で "OAT (通常の消費電力）に変更してください。 

接続した機器側のビエラリンク （HDMI) の設定を確認してください。 

HDMI 機器の接続を変更したとを、停電やコンセントの抜さ差しをしたとを 
などにビエラリンク （HDMI) び動作しなくなる場合びあります。このとをは、 
し:!下の操作をしてください。 

• HDMI ケーブルで接続したすべての機器の電源を入れた状態で、テレビ 
(ビエラ）の電源を入れ直す。 

• テレビ（ビエラ）の「ビエラ U ンク制御 （HDMI 機器制御）」の設定を 
「しない」に変更し、再度「する」に設定する。（詳しくはテレビ（ビエラ） 
の取扱説明書をご覧ください。） 

• テレビ（ビエラ）と本システムを HDMI ケーブルで接続して、テレビ（ビエラ） 
の電源を入れ、そのまま本システムの電源プラグを一度巧いてから接続 
し直す。 


2已 


28 


本システムで再生でをるデジタル信号 


AAC 


ドルビーデジタル 


DTS 


PCM (2 チヤンネル） 


マルチチヤンネル LPCM 
(リニア PCM ) 


BS デジタル放送など 


DVD など 


DVD など 


顯 


CD や DVD 才ーディオ 
など 


(サンプリング周波数が 
96 kHz までの信号） 


ブルー レイディスクや 
DVD オーディオなど 


(サンプ U ング周波数び 
48 kHz までの信号） 


0 O C お知 S せ) 00 

* HDMI 接続をしている場合は、し U 下の信号ち再生することび可能です。（一>13、24ページ） 

-ヴンプ U ング周波数び日日 kHz を超える PCM 信号 
-ヴンプ U ング周波数び48 kHz を超えるマルチチヤンネル LPCM 信号 

※接続している再生機器により、再生される状態び異なります。（対応していない場合、再生でをないことちあります。） 
詳し<は、再生機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

• 各信号について詳しくは r 用語解説」（一34ページ）をご覧ください。 


ご参考 


故障かな/本システムで®:生でさるデジタル信号 
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用語解説 


アナ□グ 

一般的な再生機器に装備されている左 （L) /ち （R) 音声出力 
端テからの音声を、アナログ音声と呼びます。 

サラウンド信号 

フロント、センター、サラウンドチャンネルで構成された音声 
信号です。本システムでは、サラウンド信号は自動的にドルビー 
ノ（ーチャルスピーカーで再生します。 

サンプリング周波数 

ヴンプリングとは、音の波（アナ□グ信号）を一定時間の間隔で 
刻み、刻まれた波の高さを数値化（デジタル信号化）ずることでず。 
1秒間に刻む回数をヴンプI」ング周波数といい、回数び多ければ 
をいほど原音に近い音を再現でを、高音質になりまず。 

スタンバイスルー機能 

本システムとテレビ、レコーダーを HDMI ケーブルで接続ずると、 
本システムの電源を切ってち、レコーダーか日の映像/音声信号 
び本システムを通過して、テレビへ伝送される機能でず。 

深夜の視聰など、テレビのスピーカーだけで楽しみたいとさに 
便利でず。 

义 V. Color で記録された映像にも対応していまず。 

ダイナ S ツクレンジ 

機器び出すノイズにラちれてしまわない最ル音と、音割れ 
しない最大音との音量差のことです。 

デコーダー、デコード 

DVD などに符号化して記録した音声データを通常の音声 
信号に戻す装置をデコーダーといいます。また、この処理を 
デコードといいます。 

デジタル 

デジタル端テは一般的に、ブルーレイディスクレコーダー、 
DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、 CD プレーヤーなどに 
装備されています。ドルビーデジタルや DTS などのデジタル 
音声を聴くとさは、デジタル端子と接続しておく必要びあり 
ます。 

光 （ OPTICAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するための信号で 
光デジタルケーブルを使用して接続します。アナログより 
ち再生や録音びさらに高品位にな D ます。接続する機器に 
光 (OPTICAL) 端子びある場合に使用でをます。 

AAC 信号 

目 S デジタル放送や地上波デジタル放送に採用されている 
圧縮音声です。サラウンド音声を再生でをます。 

CPPM 

コンテントフ□テクシヨンフォープ U レコーディツドメディア 

Content Protection for Prerecorded Media の略。 

DVD オーディオのファイルコピーを防止する著作権保護技術 
です。 

ドルビーデジタル 

Dolby Digital (dvd など） 

ドルビー研究所によって開発されたデジタルサラウンド 
システムです。 


お手入れ 


ドルビー プロ □ジック 

Dolby Pro Logic n 

ドルビーサラウンドだけでなく、2チャンネルで記録された 
あらゆるソースを、よ〇|」アルな音場で已 .1 チャンネル音声 
に変換しまず。従来の2チャンネル音声（モノラル音声は除 
く）だけで記録されたちい映画ち、已 .1 チャンネルの迫力ある 
音声で楽しめまず。本システムでは、ビデオや CD などの 
ステレオソースにサラウンド効果をつけるときに使用されまず。 

ドルビーパーチャル スピーカー 

Dolby Virtual Speaker 

フロントスピーカー、センタースピーカー、サブウー八一だけ 
で、サラウンドの効果を得られるシステムです。単なる仮想ヴ 
ラウンドと異なり、已 .1 チャンネルにおける理想のスピーカー 
配置と人の聴覚との関係を表現します。 

DTS (DVD など） 

DTS 社び開発したデジタルサラウンドシステムです。 

HDMI n イ 子つィニシ3ソ マルチメディアインタ-フェイス 

HDMI は High-Definition Multimedia Interface の略です。 

1本のケーブルで映像と音声のデジタル信号が伝送でをます。 
また、コント□ール信号も伝送でさます。 

エ J レピーシーエム ピーシ_エム 

LPCM (リニア PCM ) 

PCM ち式の一種で、圧縮せずにデジタルに置さ換えられた 
音声信号です。音楽 CD などで使われている方式です。ま 
た、ブルーレイディスクや DV □オーディオなどでは、マルチ 
チャンネルの LPCM び使われており、より高音質な再生び可能です。 
本システムでは、 7.1 チャンネルまでの LPCM を入力する 
ことびでをます。さらに、別売の SH-FX60 を接続すれば、 7. 1 
チャンネルをより広びりのある音場効果で楽しめます。 

PCM (Putse Code Modulation ) 

アナログ音声をデジタル音声に変換するち式の1つです。 

x . v.Color 

広色域色空間の国際標準規格 rxvYCC」 に準拠した製品の 
名称です。本システムは、 x.v.Color に対応しています。 

108 Op 

デジタル八イビジョン映像の1つです。 

実際の画面を構成する有効走査線数は1080本で、細部まで 
をれいに表現されます。また、上から順に走査するプ□グレッ 
シブち式で、ちらつきの少ない画像になります。本システムは、 
108 Op に対応しています。 

已 .1 チャンネルサラウンド 

「モノラル」は1つのスピーカーで、「ステレオ」は2つの 
スピーカーで音声を再生しますび、已 .1 チャンネルサラウン 
ドでは5つのスピーカーと1つのサブウー八一び使われます。 
視聴位置前方に設置するセンタースピーカー1つ、フロント 
スピーカー2つ、横または後方に設置するサラウンドスピー 
力一 2つで已チャンネル、サブウー八一は他のスピーカー 
よ りち再生でをる音域び狭いため 0.1 とし、すべてを使って 
再生することを已 .1 チャンネルサラウンド再生と言います。 

本システムでは、ドルビーバーチヤルスピーカーで、已 .1 チヤ 
ンネルで聞いているよラな音響効果を楽しむことびでをます。 


電源プラグをコンセントから抜を、乾いた柔らかい巧でふいてください。 
• ちれびひどいとさは、水にひたした巧をよく絞ってからちれを 
ふさ取り、そのあと、乾いた巧でふいてください。 

• ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などのを剤は、 
外装ケースび変質したり、塗装びはげるおそれびありまずので 
使巧しないでください。 

• 化学ぞラきんをご使用の際は、そのを意書きに従ってください。 


音のエチケッ I - 

楽しい音楽ち時と場所に 
よっては気になるちので 
ず。特に静かな夜間には 
窓を閉めたり、ヘッドホ 
ンをご使用になるのを一 
つの方法でず。 



音のエチケット 
シンボルマーク 
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安を上のごを意 


(必ずお守りくださし、) 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次 
のよラに説明しています。 


■ 表示内容を無視して誤った使いちをしたときに 
生じるを害や損害の程度を、次の表示で区分し、 
説明しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、 
説明していまず。 （下記は絵表示の一例です） 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t または重 
傷などを負ラ可能性び想定される」 
内容でず。 


^ この表示の欄は、「傷害を負ラ可能 

/|\ it 胃性または物的損害のみび発生ずる 
可能性び想定される」内容でず。 


造 


この絵表おは、気をつけていたださたい「ま意 
喚起」内容でず。 


Q 


このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」 
内容でず。 


〇 


このよラな絵表示は、必ず実行していただく 
「強制」内容でず。 


A 警告 


電源コード-プラグを破損するよ5なことはしない 

(傷つけたり、加工した D 、 熱器具に巧ヴけた日、巧 
理に曲ずた D 、 ねじったり、引っおった D 、 重い物を 
載せたり、束ねた D しない） 

傷んだまま使用ずると、火災•感電-ショー 
卜の原因になりまず。 

V • コードやプラグの修理は、販売店にごホ目 

談ください。 


コンセントや配線器具の定巧を超えるほい 
かたや、交流100 V な巧でのほ用はしない 

たこ足配線等で、定格 
を超えると、発熱によ 
る火災の原因になりま 
す。 


つ部に金属物を入れた0、水などの液化を^ 
かけた0め6した D しなし、 

ショートや発熱により、火災•感電の原因 
^ A になりまず。 

V V • 機器の上に水などの液体の入った容器 
^^ ' や金属物を置かないでください。 

• 特におモ様にはごま意ください。 


電源プラグのほこ0等は定期的にとる 

〇 プラグにほこり等びたまると、 

湿気等で絶縁不良となり、火災 
の原因にな0まず。 

• 電源プラグを抜さ、乾いた巧 
でふいて < ださい。 




めれた手で、電源プラグの巧を是しはしない 

感電の原因にな0まず。 


めれ手禁止 


電源プラグは根元まで確実に是し込む 

〇 り 差し込みび不完全でずと、感電 

^ や発熱による火災の原因にな0 

^ ^ • 傷んだプラグ■ゆるんだコンセ 

ントは、使わないでください。 


異常びあったとをは、電源プラグを巧< 

参内部に金属や水などの液体、異物び 
入ったとき 

参落下などで外装ケースび破損したと 

電源プラグさ 
を巧く ♦煙や異臭、異音び出たとき 

そのまま使ラと、火災•感電の原因になりまず。 

• 販売店にご相談 < ださい。 




分解、改造をしない 


f 

分解禁止 


内部には電圧の高い部分びあ0、感電の 
原因になりまず。 

内部の点検や修理は、販売店にご依 
頼 < ださい。 



安を上の 
ごを意 


ご参考 


雲雲き ！ fIs 祀 


RQT9142 




























安を上のごま意(っづき) 


A 警告 


電池は誤つた使いかたをしない 


0 参乾電池は巧電しない 

• 加熱-分解したり、水などの液体や义の中へ 
入れたりしない 

♦ ©と©を針金などで接続しない 
• 金属製のネックレスやヘアピンなどといつ 
しよに保管しない 

取り扱いを誤ると、あちれ•発熱-発火•破裂などを起こし、火災や周囲巧損の原因になりまず。 

• 電池には安全のために被覆をかぶせていまず。これをはびずとショートの原因になりまずので、絶対にはびさな 
いで < ださい。 


♦ ©と©を逆に入れない 
♦新-旧電池や違う種類の電池をいっしょに使 
わない 

• 被覆のはがれた電池は使わない 
• 乾電池の代用として巧電式電池を使わない 


ほい切った電池は、すぐに 
リモコンか6取り出す 


〇 


そのまま機器の中に放置 
ずると、電池の液をれや、 
発熱-破裂の原因になり 
まず。 


電池の液びをれたとをは、素手で液ををね6ず、な下の処置を 
する 


〇 


液び目に入ったとさは、失明の恐れびありまず。目をこずらず 
に、ずぐにされいな水で洗ったあと医師にごホ目談ください。 

液び身体やを服に付いたとさは、皮膚の炎症やけびの原因になる 
ので、をれいな水で十分に洗い流したあと、医師にご相談ください。 


V ノ 

V ノ 

/ .. \ 

A 注意 

八.. 一一 _ _ \ / _ _ . _ \ 


が熱を巧ばない 


〇 



内部に熱びこちると、機器のケースび変あ 
したり、义おの原因になることびあります。 
• 後面の排気孔をふさびないでく 
-ださぃ。_ 

^期巧巧わないとをや、お手 
入れのとをは、電源プラグを 
巧< 

通電状態で放置、保管 
ずると、絶縁劣化、ろ 
ラ電などにより、火災 
電ぅグの原因になることびあ 
を巧く _りま9。_ 

ラックやガラス扉の上に柔つ 
た D、 座ったりしない 


處 


〇 



落ちた0して、けびの原因になる 
ことびありまず。 

• 特におモ様にはごミ主意ください。 


湿気やほこりのるいところに 
置かない 


(S) 


電気び油や水分、ほこりを 
伝わり、火災•感電の原因 
になることびあります。 


しない 




接続した状態で移動させ 
ようとすると、コードび 
傷つさ、乂災-感電の原 
因になることびあります。 

また、引つかかって、けびの原因 
になることびありまず。 


長期囲使わないとまは、 
リモコンか6電池を取0出す 


〇 


あちれ•発熱•発火-破裂などを 
起こし、火災や周囲巧損の原因に 
なることびありまず。 


ドを接続した状態で移動^ 


に置かない 


〇 




外装ケースや内部部品び劣化ずる 
ほか、火災の原因になることびあ 
りまず。 

• 直射日光の当たるところ、ストー 
ブの近くでは特にごを意ください。 

スピーカーは内蔵のをのを 
ほ用する 


〇 


内蔵じ(外の スピーカーを 
接続ずると、 スピーカー 
び発熱し、火災の原因に 
なることびありまず。 


キヤスター（車）にはを油し 
ない 

キヤスター（車）のひび 
割れ、破損の原因となり、 
倒れたり、破損してけび 
の原因となることびあ0 
ふ^ 〇 


〇 


本システムのイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のちのとはお状び多少異なる場合びありますび御了承ください。 
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A 注意 


万一、ラックやガラスに巧お•ひび割れ•割 
れび起こった場合は、ほ用しない 


Q 


ミ 



ぶ 


そのまま使用すると倒れたり、破損してけびの原因と 
なることびありまず。 

• ずぐに販売店へご連絡ください。 

Vv _ _ 

テレビは、片奇コた載せかたをしない 


Q 



倒れたり、破損してけびの原因となることびありまず。 

__ , 

ラックの設置時や扉の開閉時には、指をはさ 
まないよラにま意する 


指にを意 


けびの原因になることびありまず。 

• 扉の開閉はゆっくりとしてくださ 
し、。 


回起式テレビスタンドほ用時は、ラック天面 
よりテレビスタンドびはみ出さないよラに設 
置し、回起轟囲内に手や物を置かない 

落下やおをはさんでけびの原因となるこ 
とびありまず。 

• 特におモ様にはごを意ください。 




キャスター付をラックを巧動するとをは、 

キャスター座を取0かす 

〇 キャスター座を取り付けたまま移動すると、倒れ 
たり、破損してけびの原因となることびあります。 

• 段差のあるところやじゆラたんなどの柔ら 
かいところでは、特にごミ主意ください。 
•キャスター座の取り外しは、必ず本文の説 
_明に従って行ってください。_ ■ 

ラックの巧動や設置時に、ラック下部の隙巧 
内にち巧を入れない 


〇 


けびの原因となることびありまず。 


つ寸属のがおダボは、郭幼児の手の届 < ところ' 


に置かない 

誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。 
• 万一、飲み込んだと思われるときは、 
すぐに医師にご相談ください。 


0 


ガラスを傷つけた0、衝撃を与えない 


〇 



ガラスは強化ガラスでず。使い方を誤ると割れる恐れ 
びあ0、けびの原因となることびあ0まず。 

• 鋭利なちのや、とびったちのなどで傷をつけないで 
<ださい。 

• 強化処理をしたガラスは、傷び入った状態で長期間 
ご使用になりまずと、傷び進行し自然に破損ずるこ 
とびありまず。 

• 傷び入った場合は、販売店に相談して、新しいガラ 
スと取り替えてください。 

テレビは起倒防止の処置をする 




〇 


地震やおモ様びよじ登ったりずると、転倒し 
けびの原因となることびありまず。 

• 安全のため、必ず転倒-落下防止処置をし 
て < ださい。 


ガラス天お-棚板-底板には指定した質量な 
上の機器を載せない 

ラックに載せられる質量を超えて長期間使用 
されますと破損してけびの原因となることび 
ありまず。 

ガラス天板は80 kg 、 棚板は各] 2 kg 、 
底板は20 k 邑を超える機器を載せないで 
<ださい。 

ガラス天板には、テレビじ(外の物を置かな 
いで < ださい。 




不ま定な場所に置かない 

0 ♦高い場所、水平 W 外の場所、振動や衝撃の 
起こる場所に置かない 

倒れたり落下ずると、けびや製品の故障の原 
因になることびありまず。 

V . _ * 

f 設置や移動、またはキヤスター座の取0付け 
は2人な上で巧う 


〇 


] 人で無理に行ラと、腰を痛めたり、けびの 
原因になることびありまず。 

• キャスター座の取り付けは、必ず本文の説明 
に従って行ってください。 


ラックを搬送したり、キヤスターを取り巧してラック 
をを動するとをは、化ず指定された部分を持って巧5 


〇 


指定された部分 LU 外を持って移動ずると、け 
びの原因になることびありまず。 

• 持ちちについては、必ず本文の説明に従って 
行ってください。 


まを上の 
ごを意 


ご参考 


ま全上のご注意 (つづさ) 


の 
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巧証とア フター サー ビス (よくお読みください) 

修理•お取り巧い•お手入れ ''''' 

户 などのご相談は… \ 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

♦修理ま、サービス会社•販売会社の「修理 ご 相談窓口」 へ！ 
♦使いかた-お買い物などのお問い合わせは、「お客様 
ご相談センター」へ！ 

■ 保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店からお受け取0 <ださい。よ<お読みの 
あと、保管してください。 


保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 


■ 捕修用性能部品の保有期間直呈 

当社は、このホームシアターオーディオシステムの補修 
用性能部品を、製造巧ち切り後8年保有していまず。 

ミ主）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた 
めに必要な部品でず。 

修理を依巧されるとを 

32、33ぺージの表に従ってご確認のあと、直らないと 
きは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へ 
ご連絡ください。 

♦保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださまず。 

♦保証期間を過ざているときは 

修理ずれば使巧できる製品については、ご要望により修 
理させていたださまず。ち記修理料金の仕組みをご参照 
のラえ、ご相談ください。 


参修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料' 部品代' 出張料などで構成されて 
いまず。 

piP ] ホ、診断 • 故障個所の修理および部品交換'調整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用 
でず。 

間商巧 は、修理に使用した部品および補助材料代でず。 
匯重 g は、製品のある場所へ技術ちをが遣ずる場合の費 
用でず。 


ご相談窓口における個人情報のお取日巧い 

ノてナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個 
人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、 
巧 D 返し電話させていただくとさのため、ナンバー•ディ 
スプレイを採巧しています。なお、個人情報を適切に管理し、 
修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除を、 
第兰者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓 
□にご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

ホームシアターオーディオ システム 

お買い上げ曰 

年月 曰 

品番 


故障の状況 

でさるだけ具体的に 


r よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 

http://panasonic.jp/support/ 


修理に関ずるご相談 

使いかた-お買い物などのご相談 

パナソニック 修理 ご 相談窓口 

パナソニック お客様 ご 相談センター 

譜織 2 S 0570 -087-087 

•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話- PHS • IP / 光電話等、ナビダイヤルびご利用でき 
なし觸合は、最寄りの修理ご相說替口に直接おかけください。 

• 最寄りの修理ご相談窓□は、次ページをご覧ください。 

3已已曰/受付9時〜吕〇時 

電話斯ル函 0120 -878-365 

■携帯重話. PHS でのご利用は … 06-8907-1187 

FAX お;, U 【ホ】0120-878~236 

Help desk tor Toreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open : 9:00 -17:30 (closed on Saturdays / Sundays/national holidays ) 
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※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


パナソニ! 

修理ご相 



SS. 0570 -087-087 


•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 

•携帯電話 • PHS ■ IP / 光電話等、ナビダイヤルびご吊 j 用できない場合は、最畜 
りの修理ご相談窓□に直接おかけください。 

•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送させていただく場合びございます。 


北海道地区 


札幌 札幌市厚別区厚別南 

帯広 帯広市西 2 □条化 2 T 目 

2 T 目] 7-7 

23-3 

巧 (011)894-1251 

巧 (0155)33-8477 

旭 JII 旧川市 2 を通 1 已 T 目 

函11 函館巿西枯梗 58 日ま化 241 

1166 

(函館流通卸センター内） 

巧 (01 66に 2-3011 

巧 (0138)48-6631 


ま化地 


青森 青森巿大字お田字豊田 
364 

S (017)775-0326 

秋田 が田巿外旭川字ル谷せ 
3-1 

巧 (018)868-7008 

岩手 盛岡巿励 II 已 T 目 1 -43 

巧 (019)645-61 30 


宜城 仙台巿宮城野区扇町 

7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山形山あ巿平清水 1 T 目 1-7 已 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島 郡山市亀田 1 T 目 5 1-1 己 

巧 (024)991 -9308 


首都 


栃木 宇都宜巿上戸祭 3 T 目 
3-19 

巧 (028)689-2555 

君羊馬 前橋市箱田巧 325-1 

巧 (02 の 254-2075 

巧城 つくば巿筑穂 3 T 目 1 已 -3 

巧 (029)864-8756 

埼玉 桶川市ホお 2 T 目 4-2 

巧 (048)728 -朗60 

千票干葉巿中央区モ広 5 T 目 

Q_R 

巧 (043 に 08-6034 


東京 東京都世田谷区宮巧 
2 T 目 2 巨- 17 

巧 (03)5477-9780 

山梨 甲府市宝 1 T 目 4- 13 

巧 (055 に 22-5822 

巧奈川横お巿港南区曰野已 T 目 
3-1 已 

巧 (045)847-9720 

新漏 新漏巿東区ま巧 ITS 
8-14 

巧 (025 に 86-0 180 


中部 


石 JII 


篮 R 市樹 II 3 T 目吕〇 

巧 (076 に 80-6608 

富山 富山巿根塚町 1 T 目 1-4 

_ 巧 (076)424-2549 

福井 福并市問屋町 2 T 目 14 

S (0776)21 -0622 

長野 お本巿寿化 7 T 目 3-1 1 

巧 (0263)86-9209 

静岡 静岡巿契区千巧旧 7 T 目 
7 -已 

巧 (054 に 87-9000 


愛巧] 名ち屋市瑞穂区塩入に 
8-10 

巧 (052)819-0225 

岐阜 岐阜市中譲 4 T 目 42 

_ 巧 (05 の 278-6720 

局山 高山巿巧岡 EI 3 T 目日 2 

巧 (0577)33-061 3 

云重 ま巿义居野村の字山巧 
421 

巧 (059 に 54-5520 


滋賀栗ま巿霊仙寺 1 T 目 1-48 

巧 (077)582-5021 

京都 京都巧が見区巧田中" I 原町 
71-4 

巧 (075)646-21 23 

大阪大阪巿城東区関目 2 T 目 

]R.R 

巧 (06)6359-6225 


奈良大和郡山巿筒并町 
SOO ま地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山 和歌山市中島 4 日目- 1 

巧 (073)475-2984 

兵庫巧戸巿須磨区弥栄台 
3 T 目 13-4 

巧 (07 が 796-31 40 


鳥取 鳥取市ま長 2 日己- 1 

S (0857)26-9695 

米子米モ巿米原 4 T 目吕 -33 

巧 (0859)34-21 29 

松江 松江巿平成町 182 まお 
14 

巧 (0852)23-1 128 

出雲 出雲巿;度橋町 41 曰 

S (0853)21-31 33 


巧田 お田巿下府町 327-93 

巧 (0855 に 2-6629 

岡山 岡山巿田中 138-1 10 

巧 (086 に 42-62136 

広島 広島巿西区南観音 ITS 
13-5 

巧 (082 に 95-50 11 

山 □ 山□巿ル郡下郷2吕 0-1 

巧 (083)973-2720 


香り|高お巿勒使町1已 2-2 

S (087)868-6388 

徳島 徳島巿沖ミ兵 2 T 目 3 巨 

巧 (088)624-0253 


福岡春 曰 市春 曰 公園 3 T 目48 

巧 (092) 朗 3-9036 

佐賀佐賀市麵島町大字 
八戸字上深町 3044 

S (0952)26-91 51 

長崎 長崎市東町1日1日-1 

巧 (095)830-1 658 

大分 大分巿巧原 4 下目 8-3 己 

巧 (097)556 づ815 

宮崎宮崎巿本郷化ち字草葉 
2099-2 

巧 (0985)63-1 213 


高巧]高巧巿仲田巧 2-1 曰 

巧 (088)834-31 42 

愛媛愛媛県伊予郡歷部町八倉 
75-1 

巧 (089)905-7544 


貢長本 熊本巿健軍本町 1 吕 -3 

0(096)367-6067 

天草 天草市港町 18-1 1 

巧 (09 關に 2-3 125 

鹿巧島 お児島巿ち;欠郎 1 T 目 

巧 (099 に 50-5657 

大島 奄美市名瀬朝仁町 1 1-2 

巧 (0997)53-51 01 


沖縄地 


沖縄浦添市城間 4 T 目23-]] 


巧 (098)877-1 207 


所在地、電話番号び変更になることびちりまずので、ち6かじめご了承ください。 


0608 


ご参考 


保証とアフタ—ヴ—ビス (ょくぉ読みください) 9 
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ぺージ 


ぺージ 

.….29 

ぺージ 


■ビエラリンク ( HDMI ) を使ラ ................... 

■光デジタルケーブル…… .. 

■ ビデオデッキを接続する .............................. 

■ ビデオデッキー体型 DVD レコーダー 

再生する . 

接続する ...... 

■ ブルー レイデイスクレ コーダーを 接続する 

■ ラックの設置と取り付け .. 

■ U アルセンター機能を切り換える .. 

■ U セット… ...... 

■ I げコン . 


..........19. 26 

..........19. 26 

ぺージ 

. 6、吕吕 

13〜16、24 
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■ サブウー八ーレベルを調整する 
■ サラウンド効果を楽しむ..… ...... 

■ サラウンド スピーカー 

音場効果を楽しむ...… .............. 

接続する . 

■消音する… ....................... …… 

■ スタンバイスルー機能 . 

■ ステレオピンコード . 


■ スピーカーの 音量調整をする 
■ センターレベルを調整する... 



■ デジタル信号 


■デジタル端子（光）.…… .. 

■ テスト信号を出力する ............... 

■ テレビを接続する.…..…. . 

■ ドルビーデジタル.…..…. .. 

■ ドルビーバーチャルスピーカー 
■ ドルビープ □□ジック n . 


な行 


■ 二重音声を切り換える 


は行 


を < いん 



■ AAC ...... .. .... 6 . 22、 

■目 S デジタルチューナーを接続する.…..……… 

■ CATV セットトップボックスを接続する..… 

■ CD プレーヤーを接続する....... .. 

■ CS チューナーを接続する.. ............................ 

■ DTS .. . .. . .…..6、 22、2吕、 

■ DVD レコーダーを接続する...... .. 

■ HDAVI Control とは.. .... 

■ HDMI 

接続する . 

設定する . 

■ HDMI ケーブル.....….... .................................... 

■ PCM ........................................................6. 

■ SFC ... 


ぺージ 

■ ワイヤレス接続 .... 18 


一 この マークび ある場合は 一 
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■ アッテネーターを切り換える . -29 

■ ウイスパーモードサラウンドを使用する ... ….26 

■ オートサウンド連携を使用する..…. ........25 

■オート U ップシンクを使用する ..... 25 

■音場効果を楽しむ……… ... 22、23 

■音量バランスを調整する....…... . .…1目、2目、27 


ぺージ 


■ゲームサウンドを使巧する...…...…… ...... .........22、23、2目 

■ 購入時の設定に戻す..… .........................................................30 



ヨー □ッパ連合攻がの国の廃棄処分に関ずる情報 




このシンボルマークは EU 域内でのみ有効です。 


わ行 


スピーカー . 已 

スピーカー端テ . 6 


製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓□、 
または販売店で、正しい廃棄ち法をお問い合わせ 
ください。 


愛情点検 

長年ご使用のホームシアターオーデイオシステムの点検を！ 

口 

こんなを状は 

ありませんか 

• 煙び出たり、異萬なにおいや音びする 
• 音び出ないことびある 
• 正常に動作しないことびある 
• 商品1こ破損した部分びある 
• その他の異常や故障びある 

► 

このようなを状の時は使用を 
中止し、故障や事故の防止の 
ために、必ず販売店に点検を 
ご相談ください。 



便利メモ （おぼえのため、記入されると便利でず) 


販売店名 

電話 （ ） — 

品 番 


お客様 
ごホ目談窓 □ 

電話 （ ） — 

お買い上げ曰 

年月日 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークスなネットワーク事業グループ 


干已7 1-8 已04大阪府門真巿松生田 T ] 番]已号 
◎ Panasonic Corporation 2007 

RQT9142-MS 

H 1107 RT 4088 
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